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安全のために

警告表示の意味
取扱説明書および製品では、
次のような表示をしていま
す。表示の内容をよく理解
してから本文をお読みくだ
さい。

この表示の注意事項を守ら
ないと、火災・感電・破裂
などにより死亡や大けがな
どの人身事故が生じます。

この表示の注意事項を守ら
ないと、火災・感電などに
より死亡や大けがなど人身
事故の原因となります。

この表示の注意事項を守ら
ないと、感電やその他の事
故によりけがをしたり周辺
の家財に損害を与えたりす
ることがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を指示する記号
ソニー製品は安全に充分配慮して設計されてい
ます。しかし、電気製品はすべて、間違った使
いかたをすると、火災や感電などにより人身事
故になることがあり危険です。事故を防ぐため
に次のことを必ずお守りください。

m

5～ 7ページの注意事項をよくお読みください。
製品全般の注意事項が記載されています。
8 ページの「使用上のご注意」もあわせてお読
みください。

設置時や 1年に 1度は、電源コードに傷みがな
いか、コンセントと電源プラグの間にほこりが
たまっていないか、プラグがしっかり差し込ま
れているか、などを点検してください。

動作がおかしくなったり、キャビネットや電源
コードなどが破損しているのに気づいたら、す
ぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓口に
修理をご依頼ください。

安全のための注意事項を守る

定期的に点検する

故障したら使わない

万一、異常が起きたら

,

1 電源を切る
2 電源プラグをコン
セントから抜く

3 お買い上げ店また
はソニーサービス
窓口に修理を依頼
する

変な音・においが
したら、
煙が出たら
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警告

下記の注意事項を守らないと火災・
感電により死亡や大けがの原因とな
ります。
電源コードを傷つけない
電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となりま
す。
• 設置時に、製品と壁や棚との間にはさみ込んだりし
ない。

• 電源コードを加工したり、傷つけたりしない。
• 重いものをのせたり、引っ張ったりしない。
• 熱器具に近づけない。加熱し
ない。

• 移動させるときは、電源プラ
グを抜く。

• 電源コードを抜くときは、必
ずプラグを持って抜く。

, 万一、電源コードが傷んだら、お買い上げ店また
はソニーサービス窓口に交換をご依頼ください。

湿気やほこり、油煙、湯気の多い場
所や、直射日光のあたる場所には置
かない
上記のような場所に置くと、
火災や感電の原因となること
があります。特に風呂場など
では絶対に使用しないでくだ
さい。

内部に水や異物が入らないようにす
る
水や異物が入ると火災や感電の原因となります。本機
の上に花瓶などの水の入ったものを置かないでくださ
い。また、本機を水滴のかかる場所に置かないでくだ
さい。
, 万一、水や異物が入ったとき
は、すぐに本体の電源ボタン
を切り、電源プラグをコンセ
ントから抜き、お買い上げ店
またはソニーサービス窓口に
ご相談ください。

キャビネットを開けたり、分解や改
造をしない
火災や感電、けがの原因とな
ることがあります。
, 内部の点検や修理はお買
い上げ店またはソニー
サービス窓口にご依頼く
ださい。

雷が鳴りだしたら、本体や電源プラ
グに触れない
感電の原因となります。

本機を日本国外で使わない
交流100Vの電源でお使い
ください。海外など、異な
る電源電圧の地域で使用す
ると、火災・感電の原因と
なります。

ガス管にアース線やアンテナ線をつ
ながない
火災や爆発の原因となり
ます。
5
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注意

下記の注意事項を守らないとけがを
したり周辺の家財に損害を与えたり
することがあります。
ぬれた手で電源プラグにさわらない
感電の原因となることが
あります。

風通しの悪い所に置いたり、通風孔
をふさいだりしない
布をかけたり、毛足の長いじゅ
うたんや布団の上または壁や家
具に密接して置いて、通風孔を
ふさぐなど、自然放熱の妨げに
なるようなことはしないでくだ
さい。過熱して火災や感電の原
因となることがあります。

大音量で長時間つづけて聞かない
耳を刺激するような大きな音量で長時間つづけて聞く
と、聴力に悪い影響を与えることがあります。
, 呼びかけられたら気がつく
くらいの音量で聞きましょ
う。

安定した場所に置く
ぐらついた台の上や傾いたところ
などに置くと、製品が落ちてけが
の原因となることがあります。ま
た、置き場所、取り付け場所の強
度も充分に確認してください。

電源プラグは抜き差ししやすいコン
セントに接続する
異常が起きた場合にプラグをコンセントから抜いて、
完全に電源が切れるように、電源プラグは容易に手の
届くコンセントにつないでください。通常、本体の電
源ボタンを切っただけでは、完全に電源から切り離せ
ません。

コード類は正しく配置する
電源コードやAVケーブルは足にひっかけると機器の
落下や転倒などにより、けがの原因となることがあり
ます。充分に注意して接続、配置してください。

移動させるとき、長期間使わないと
きは、電源プラグを抜く
長期間使用しないときは安全のため電源プラグをコン
セントから抜いてください。絶縁劣化、漏電などによ
り火災の原因となることがあります。

お手入れの際、電源プラグを抜く
電源プラグを差し込んだままお手入れをすると、感電
の原因となることがあります。



電池についての安全上の
ご注意
液漏れ・破裂・発熱による大け
がや失明を避けるため、下記の注意
事項を必ずお守りください。
電池の液が漏れたときは

素手で液をさわらない
電池の液が目に
入ったり、身体や
衣服につくと、失
明やけが、皮膚の
炎症の原因となる
ことがあります。
液の化学変化により、時間がたってから症状が現れる
こともあります。

必ず次の処理をする
, 液が目に入ったとき
は、目をこすらず、す
ぐに水道水などのきれ
いな水で充分洗い、た
だちに医師の治療を受
けてください。

, 液が身体や衣服についたときは、すぐにきれいな
水で充分洗い流してください。皮膚の炎症やけが
の症状があるときは、医師に相談してください。

電池は乳幼児の手の届かない所に置く
, 電池は飲み込むと、窒息や
胃などへの障害の原因とな
ることがあります。

, 万一、飲み込んだときは、
ただちに医師に相談してく
ださい。

電池を火の中に入れない、加熱・分
解・改造・充電しない、水でぬらさ
ない
破裂したり、液が漏れた
りして、けがややけどの
原因となることがありま
す。

指定以外の電池を使わない、新しい
電池と使用した電池または種類の違
う電池を混ぜて使わない
電池の性能の違いにより、
破裂したり、液が漏れた
りして、けがややけどの
原因となることがありま
す。

＋と－の向きを正しく入れる
＋と－を逆に入れると、
ショートして電池が発熱や
破裂をしたり、液が漏れた
りして、けがややけどの原
因となることがあります。
, 機器の表示に合わせて、
正しく入れてください。

使い切ったときや、長時間使用しな
いときは、電池を取り出す
電池を入れたままにし
ておくと、過放電によ
り液が漏れ、けがやや
けどの原因となること
があります。
7
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使用上のご注意
設置場所について
次のような場所には置かないでください。
• ぐらついた台の上や不安定な所。
• じゅうたんや布団の上。
• 湿気の多い所、風通しの悪い所。
• ほこりの多い所。
• 直射日光が当たる所、温度が高い所。
• 極端に寒い所。
• チューナーやテレビ、ビデオデッキから近い所。
（チューナーやテレビ、ビデオデッキといっしょ
に使用するとき、近くに置くと、雑音が入った
り、映像が乱れたりすることがあります。特に室
内アンテナのときに起こりやすいので屋外アンテ
ナの使用をおすすめします。）

• 電子レンジや大きなスピーカーなど、強力な磁気
を発するものの近く。

設置時のご注意
本機の上に重いものを置かないでください。

音量を調整するときは
ディスクはレコードと比べ、非常に雑音が少なく
なっています。レコードをかけるときのように音声
の入っていない部分の雑音を聞きながら音量を調整
すると、思わぬ大きな音が出て、スピーカーを破損
するおそれがあります。
演奏を始める前には、音量を必ず小さくしておきま
しょう。

ステレオを聞くときのエチケット
ステレオで音楽をお楽しみになる
ときは、隣近所に迷惑がかからな
いような音量でお聞きください。
特に、夜は小さめな音でも周囲に
はよく通るものです。
窓を閉めたり、ヘッドホンをご使
用になるなどお互いに心を配り、
快い生活環境を守りましょう。こ
のマークは音のエチケットのシン
ボルマークです。

本機のお手入れのしかた
キャビネットやパネル面の汚れは、中性洗剤を少し
含ませた柔らかい布で拭いてください。研磨用パッ
ドや研磨剤、シンナーやベンジン、アルコールなど
は表面を傷めますので使わないでください。

テレビ画面に色むらが起きたら
本機のスピーカーによりテレビ画面に色むらが起き
た場合は、テレビの電源を切り、15～30分後に再
びスイッチを入れてください。それでも色むらが残
るときは、スピーカーをさらにテレビから離してく
ださい。



この取扱説明書の使
いかた
• この取扱説明書では、リモコンのボタンを
使った操作説明を主体にしています。
リモコンと同じなまえの本体のボタンも同
じように使えます。

本機はドルビー *デジタルデコーダーおよびドル
ビープロロジック（II）アダプティブマトリックス
サラウンドデコーダー、MPEG-2 AAC（LC）デ
コーダー、DTS**デコーダーを搭載しています。
* ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製
造されています。
Dolby、ドルビー、Pro Logic、“AAC”ロゴ及
びダブルD記号はドルビーラボラトリーズの商標
です。

**DTS, Inc. からの実施権に基づき製造されていま
す。DTSおよびDTS Digital SurroundはDTS, 
Inc. の商標です。

本機は、High-Definition Multimedia Interface
（HDMI™）技術を搭載しています。
HDMI、HDMIロゴ、及びHigh-Definition 
Multimedia Interfaceは、HDMI Licensing LLC
の商標または、登録商標です。

「x.v.Color」はソニーの商標です。

付属のリモコンにつ
いてのご注意
(RM-AAU019)

リモコンのVIDEO 3ボタンは、本機の操作
には使えません。
9
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各部の名前と働き

本体前面

接続と準備

本体

AUTO CAL MIC

MUTINGSOUND FIELDPRESET TUNING

2 431 765 8

9

MASTER VOLUME

名称 働き
A ?/1

（電源オン /
スタンバイ）

本機の電源を入 /切します
（29、37、38、53ページ）。

B 表示窓 選んだ機器の状態や、選択で
きる項目などを表示します
（11ページ）。

C PRESET 
TUNING 
＋ /－

登録したラジオの放送局の中
から、聞きたい放送局を選び
ます（56ページ）。

D SOUND 
FIELD 
＋ /－

サウンドフィールドを選びま
す（48、50、52、53ペー
ジ）。

E リモコン
受光部

リモコンからの信号を受信し
ます。

F MASTER 
VOLUME
つまみ

すべてのスピーカーの音量を
同時に調節します（35、36、
37、38ページ）。

G INPUT 
SELECTOR

再生する入力ソースを選びま
す（36、37、38、54、55、
56、65ページ）。

名称 働き
H MUTING 消音機能を有効にします（36

ページ）。
I AUTO CAL 

MIC端子
自動音場補正機能で使用する付
属のマイクをつなぎます（30
ページ）。



接
続
と
準
備

づく
表示窓に点灯する項目と働き

L C R

SL SRSW

D.RANGE

 ST MONO
MEMORY

S

DIGITAL
DTS

HDMI
PL

OPT COAX
AAC

21 3 4 5 6 7

89q;qaqsqf qd

SLEEP
LFE

名称 働き
A LFE 入力信号にLFE（重低音効果）

のチャンネルが存在していると
きや、実際にLFE信号の音が再
生されているときに「LFE」の
文字が点灯します。

B SLEEP スリープタイマーが働いている
ときに点灯します（62ページ）。

C再生チャン
ネル表示

L
R
C
SW
SL
SR
S

現在本機が出力しているチャン
ネルを表示します。
文字（L、C、Rなど）はソース
音源を、文字の周りの枠は、
ソース音源が、スピーカーセッ
ティングに基づくダウンミック
ス処理で、どのチャンネルから
出力されているのかを示します。
フロント左
フロント右
センター（モノラル）
サブウーファー
サラウンド左
サラウンド右
サラウンド（モノラル /プロロ
ジック処理されたサラウンド成分）
例： 
記録形式（フロント /サラウン
ド）：3/2.1
サウンドフィールド：A.F.D. 
AUTO

D ;DIGITALドルビーデジタルサラウンド信
号をデコードしているときに点
灯します。

ご注意
• ドルビーデジタルフォーマット
のディスクを再生するときは、
デジタル接続していることを確
認してください。

L C R

SL SRSW

名称 働き
E HDMI 再生する機器が本機のHDMI端

子に接続されているときに点灯
します（26ページ）。

F プリセット
番号表示

登録したラジオの放送局を聞い
ているときに点灯します。放送
局の登録について詳しくは、55
ページをご覧ください。

G D.RANGE ダイナミックレンジの圧縮が働
いているときに点灯します（40
ページ）。

H チューナー
表示

ラジオを聞いているときなどに
点灯します（54ページ）。

I MEMORY プリセットなどの、メモリー機
能が働いたときに点灯します
（55ページ）。

J AAC MPEG-2 AAC信号が入力され
たときに点灯します。

ご注意
• MPEG-2 AACは、アルゴリズ
ム：（LC（Low Complexity））
にのみ対応しています。

K COAX AUDIOメニューの
「IN MODE」を「AUTO IN」
に設定していて、デジタル信号
がCOAX IN端子から入力され
ているとき、または IN MODE
が「COAX IN」に設定されて
いるときに点灯します（58ペー
ジ）。

L OPT AUDIOメニューの
「IN MODE」を「AUTO IN」
に設定していて、デジタル信号
がOPT IN端子から入力されて
いるとき、または IN MODEが
「OPT IN」に設定されていると
きに点灯します（58ページ）。

次のページへつ
11
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M ;PL (II) 2チャンネル信号をプロロジッ
ク処理し、センターやサラウン
ドチャンネルの信号を出力して
いるときに点灯します。
また、プロロジック IIのムー
ビー /ミュージックモード処理
を行っているときにも点灯しま
す。

N DTS DTS信号をデコードしていると
きに点灯します。

ご注意
• DTSフォーマットのディスクを
再生するときは、デジタル接続
していることを確認してくださ
い。

名称 働き



接
続
と
準
備

本体後面

1 2 3 

4 

OPT IN OPT IN 
VIDEO 1 

COAX IN 

ASSIGNABLE

AUDIO IN 
DVD 

DVD IN SAT IN VIDEO 2/BD IN OUT 

ANTENNA SA-CD/CD 
AUDIO IN AUDIO IN 

FRONT R VIDEO 1 DMPORT 

SP
EA

KE
RS

 

HDMI 

AM 

R 

L 

R 

L 

FRONT L SUR R SUR L CENTER SUBWOOFER 

DIGITAL

TV

TV

DC5V        700mA(MAX)

A アンテナ入力部

AMアンテナ
端子

付属のAMループア
ンテナをつなぎます
（28ページ）。

FM75Ω同軸
アンテナ端子

付属のFMワイヤー
アンテナをつなぎま
す（28ページ）。

B デジタル入出力部

OPT IN（光）
デジタル音声
入力端子

DVDプレーヤーな
どをつなぎます。
COAX INのほうが
より高音質です
（24ページ）。

COAX IN
（同軸）デジ
タル音声入力
端子

HDMI入出力
端子

DVDプレーヤー、
衛星放送チューナー
などをつなぎ、映像
と音声をテレビやプ
ロジェクターなどに
出力します（26
ページ）。

デジタルメ
ディアポート
端子
（DMPORT端
子）

デジタルメディア
ポートアダプターを
つなぎます（59
ページ）。
デジタルメディア
ポートアダプターは
今後発売を予定して
います。

Cスピーカー出力部

スピーカーをつなぎます（21ペー
ジ）。
スピーカー端子の色は、それぞれ
以下のとおりです。

スピーカー端子 色
FRONT R
（フロントスピーカー右）

赤

FRONT L
（フロントスピーカー左）

白

SUR R
（サラウンドスピーカー右）

灰

SUR L
（サラウンドスピーカー左）

青

CENTER
（センタースピーカー）

緑

SUBWOOFER
（サブウーファー）

紫

D音声入力部
音声入力端子 スーパーオーディオ

CDプレーヤーや
CDプレーヤーなど
をつなぎます（23、
24ページ）。
13
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付属のリモコンを使って、本機の操作ができ
ます。また、リモコンに登録したソニー製機
器を操作できます（63ページ）。

RM-AAU019

リモコン

1 2 3

4 6

7 8

0/10 ENTER

9

SYSTEM STANDBY

TV INPUT
SLEEP DMPORT

TV ?/1
AV ?/1

VIDEO 1 VIDEO 2 VIDEO 3 DVD

2CH A.F.D.

RETURN/EXIT
TV CH –

PRESET –
TV CH +

PRESET +

TUNING –

TV

TUNING +

REPLAY ADVANCE

MENU

MOVIE MUSIC

MEMORY

DVD MENU

FM MODECLEAR

TOOLSDISPLAY MUTING

TV VOL
MASTER VOL

AUTO CAL

D.TUNING

D.SKIP

AMP MENU

SAT TV SA-CD/CD TUNER

?/1

-

F

G g

f

.

Hm M

X x

< < >

5

>10/10 11 12

qg

qj

qk

qh

qf

ql

w;

wa

qd

1

3

2

5

6

7

8

q;

qs

qa

4

9

リモコンの
ボタン 機能

A TV ?/1

（電源オン /
スタンバイ）

TV ?/1とTV（M）を同時に
押して、テレビの電源を入 /切
します。

AV ?/1

（電源オン /
スタンバイ）

リモコンに登録したソニー製
機器の電源を入 /切します。
AV ?/1と ?/1（B）を同時
に押すと、本機と、他のソ
ニー製オーディオ /映像機器の
電源を切ります（SYSTEM 
STANDBY）。

ご注意
• AV ?/1の機能は、入力切り
換え用ボタン（C）を押すた
びに自動的に切り換わります。

B ?/1

（電源オン /
スタンバイ）

本機の電源を入 /切します。
すべての機器の電源を切ると
きは、?/1とAV ?/1（A）
を同時に押します（SYSTEM 
STANDBY）。

C入力切り換
え用ボタン

使用する機器を選びます。入
力切り換え用ボタンを押すと、
本体の電源が入ります。工場
出荷時は、ソニー製機器の操
作ができるよう、以下のとお
り設定されています。
設定を変更するには、「お使い
の機器に合わせて本機をリモ
コンに登録する」（63ページ）
をご覧ください。

ボタン 選ばれている機器

VIDEO 1 ビデオデッキ
（リモコンモード：
VTR 3）

VIDEO 2 ビデオデッキ
（リモコンモード：
VTR 2）

VIDEO 3 なし

DVD DVDプレーヤー

SAT BS/CSチューナー

TV テレビ

SA-CD/
CD

スーパーオーディオ
CD/CDプレーヤー

TUNER ラジオ

DMPORT デジタルメディア
ポートアダプター *

* デジタルメディアポートアダ
プターは今後発売を予定して
います。
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D 2CH 2CH STEREOモードを選び
ます。

A.F.D. A.F.D.モードを選びます。
MOVIE サウンドフィールドを選びま

す（MOVIE）。
MUSIC サウンドフィールドを選びま

す（MUSIC）。
E AMP 

MENU
メニューを表示窓に表示させ
るときに押します。V/v/B/b/
（P）を使ってメニュー操
作を行います。

F AUTO CAL 自動音場補正機能を有効にし
ます（31ページ）。

G D.TUNING 放送局を手動受信するモード
にします。

D.SKIP マルチディスクチェンジャー
を使っているときに、ディス
クを選びます。

H DVD 
MENU

DVDのメニューをテレビ画面
に表示させるときに押します。
V/v/B/b/ （P）を使ってメ
ニュー操作を行います。

FM MODE FM放送を、モノラルまたは
ステレオに切り換えます。

I 12 12とTV（M）を同時に押す
と、テレビのチャンネルを12
に切り換えます。

ENTER 数字ボタンでチャンネルや
ディスク、トラックを選んだ
あとに、押して決定します。

MEMORY 放送局を登録します。
J MUTING 消音機能を有効にします。

MUTINGとTV（M）を同時
に押すと、テレビの消音機能
を有効にします。

K TV VOL
＋*1/－

TV VOL ＋ /－とTV（M）を
同時に押して、テレビの音量
を調節します。

MASTER 
VOL
＋*1/－

すべてのスピーカーの音量を
同時に調節します。

L TV CH 
＋ /－

TV CH ＋ /－とTV（M）を
同時に押して、登録したテレ
ビのチャンネルを選びます。

リモコンの
ボタン 機能

PRESET 
＋ /－

登録したラジオの放送局、ま
たは登録したビデオデッキお
よび衛星放送チューナーの
チャンネルを選びます。

./>*2 CDプレーヤーおよびDVDプ
レーヤー、ブルーレイディス
クレコーダーの再生中に押す
と、前または次のトラックを
再生します。

REPLAY 
/

ADVANCE 

ビデオデッキおよびDVDプ
レーヤー、ブルーレイディス
クレコーダーで、前の場面を
再生したり、現在の場面を早
送りします。

TUNING 
＋ /－

放送局を受信します。

m/M*2 • DVDプレーヤーで、前また
は次のトラックをサーチし
ます。

• ビデオデッキおよびCDプ
レーヤー、ブルーレイディ
スクレコーダーで、早戻し
または早送りをします。

H*1*2 ビデオデッキおよびCDプ
レーヤー、DVDプレーヤー、
ブルーレイディスクレコー
ダーで、再生を始めます。

X*2 ビデオデッキおよびCDプ
レーヤー、DVDプレーヤー、
ブルーレイディスクレコー
ダーで、再生または録画を一
時停止します。
また、録画スタンバイ状態の
機器の録画を始めます。

x*2 ビデオデッキおよびCDプ
レーヤー、DVDプレーヤー、
ブルーレイディスクレコー
ダーで、再生を止めます。

M TV TVを押しながら、オレンジ色
のマークのボタンを同時に押
すと、それぞれのボタンの操
作を有効にします。

リモコンの
ボタン 機能

<

<

次のページへつ
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*1数字ボタンの5およびMASTER VOL ＋、TV 
VOL ＋、Hには、凸点（突起）が付いていま
す。操作の目印として、お使いください。

*2これらのボタンを使って、デジタルメディアポー
トアダプターの操作ができます。ボタンの機能に
ついて詳しくは、デジタルメディアポートアダプ
ターの取扱説明書をご覧ください。

*3入力切り換え用ボタン（C）でTVを選んでいる
とき、TV INPUTとして動作します。

N MENU ビデオデッキおよびDVDプ
レーヤー、衛星放送チュー
ナー、ブルーレイディスクレ
コーダーのメニューをテレビ
画面に表示させるときに押し
ます。
MENUとTV（M）を同時に
押すと、テレビのメニューを
表示します。
V/v/B/b/ （P）を使ってメ
ニュー操作を行います。

O RETURN/

EXIT O
ビデオデッキおよびDVDプ
レーヤー、衛星放送チュー
ナー、ブルーレイディスクレ
コーダーのメニューやガイド
がテレビ画面に表示されてい
る場合、前のメニューに戻る
ときやメニュー画面を抜ける
ときに押します。
テレビのメニューがテレビ画
面に表示されている場合、前
のメニューに戻るときやメ
ニュー画面を抜けるときに
RETURN/EXIT OとTV
（M）を同時に押します。

P

V/v/B/b
AMP MENU（E）または
DVD MENU（H）、MENU
（N）を押したあと、V/v/B/b
を押して設定を選びます。続
いて を押して、選択を決定
します。
本機およびビデオデッキ、
CDプレーヤー、DVDプレー
ヤー、衛星放送チューナー、
ブルーレイディスクレコー
ダーで、選択を決定するとき
にも を押します。

Q DISPLAY テレビ画面に表示されるビデ
オデッキおよびCDプレー
ヤー、DVDプレーヤー、衛星
放送チューナー、ブルーレイ
ディスクレコーダーの情報を
切り換えます。
DISPLAYとTV（M）を同時
に押すと、テレビ画面に表示
されるテレビの情報を切り換
えます。

リモコンの
ボタン 機能

R TOOLS 本機に接続した機器のオプ
ションメニューを表示します。
TOOLSとTV（M）を同時に
押すと、テレビのオプション
メニューを表示します。

S >10/. CDプレーヤーの11以上の番
号のトラックを選びます。ま
た、デジタルCATVチュー
ナーのチャンネルを選びます。

10(-/--) 10(-/--)とTV（M）を同時に
押して、テレビのチャンネル
を10チャンネルに切り換えま
す。

CLEAR 数字ボタンを間違えて押した
ときに、取り消すことができ
ます。

T 数字ボタン*1 • ラジオのプリセット番号
や、周波数の入力ができま
す。

• CDプレーヤーやDVDプ
レーヤー、ブルーレイディ
スクレコーダーのトラック
を選びます。トラック番号
10を選ぶときは、0/10を
押します。

• ビデオデッキや衛星放送
チューナーのチャンネルを
選びます。

• 数字ボタンとTV（M）を
同時に押して、テレビの
チャンネルを選びます。

U TV 
INPUT*3

TV INPUTとTV（M）を同
時に押して、入力信号を選び
ます（テレビ入力またはビデ
オ入力）。

SLEEP スリープタイマーを使って本
機の電源が自動的に切れるま
での時間を設定します。

リモコンの
ボタン 機能
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ご注意
• リモコンのVIDEO 3ボタンは、本機の操作には
使えません。

• 機器によっては、上記の操作ができなかったり、
説明されている通りに動かない場合があります。
17
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準備１：スピーカーを設置する
本機では最大5.1チャンネルのスピーカーシ
ステムを構成できます。映画館のようなマル
チチャンネル音声を充分にお楽しみいただく
には、5本のスピーカー（フロントスピー
カー：2本、センタースピーカー：1本、サ
ラウンドスピーカー：2本）とサブウー
ファーが必要です（5.1チャンネル）。

Aフロントスピーカー（左）
Bフロントスピーカー（右）
Cセンタースピーカー
Dサラウンドスピーカー（左）
Eサラウンドスピーカー（右）
Fサブウーファー

ちょっと一言
• サブウーファーには指向性がありませんので、お
好みの場所に設置できます。



接
続
と
準
備

づく
スピーカーを設置する前に、センタースピー
カーとサブウーファーが振動で動かないよう
に、底面の四隅に付属のスピーカーパッドを
貼ってください。

スピーカーを付属のスタンドに取り付けて、
設置することができます。
詳しくは、付属の「スピーカースタンド設置
ガイド」をご覧ください。

スピーカーを壁に取り付けることができま
す。

1 スピーカー背面の穴に合うネ
ジ（別売り）を用意する。

2 壁にネジをとめる。
ネジが壁から5mmから7mm突き出す
ようにとめてください。

スピーカーを平らな所に設置する

スピーカーをスタンドに取り付け
る

スピーカーを壁に取り付ける

センタースピーカー

サブウーファー

4mm

4.5mm

スピーカー背面の穴

25mm以上

フロント /サラウンドスピーカー

5mm

スピーカー背面の穴

センタースピーカー

10mm

5mmから7mm

フロント/サラウンドスピーカー

センタースピーカー

100mm

5mmから7mm

160mm

次のページへつ
19
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3 スピーカー背面の穴をネジに
かける。

ご注意
• 壁の材質や強度に合わせたネジを使ってくださ
い。壁の材質によっては破損する恐れがありま
す。ネジは柱部分にしっかりと固定してくださ
い。スピーカーは補強された壁に水平に取り付け
てください。

• 販売店や工事店に依頼して、安全性に充分考慮し
て確実な取り付けを行ってください。

• 取り付けの不備、取り付け強度不足、誤使用、天
災などによる事故、損傷につきましては、当社は
一切責任を負いません。

• スピーカーを壁に取り付ける場合、付属のスタン
ドを取り付ける必要はありません。

4.5mm

スピーカー背面の穴

センタースピーカー

フロント/サラウンドスピーカー

スピーカー背面の穴

5mm

10mm
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準備２：スピーカーを接続する

Aフロントスピーカー（左）
Bフロントスピーカー（右）
Cセンタースピーカー

Dサラウンドスピーカー（左）
Eサラウンドスピーカー（右）
Fサブウーファー

SP
EA

KE
RS

CENTER SUBWOOFERFRONT R FRONT L SUR R SUR L

C

コネクター

A

A

A

F

B A E D

スピーカーコード（付属）A

AA

次のページへつ
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スピーカーコードについてのご注意
スピーカーコードのコネクターは、つなぐス
ピーカー端子のカラーラベルと同じ色になっ
ています。スピーカーコードをつなぐとき
は、必ずスピーカーコードのコネクターを、
コネクターと同じ色のスピーカー端子につな
いでください。

スピーカーについてのご注意
正しくスピーカーをつなぐために、スピー
カー背面または底面のスピーカーラベルの文
字*で、スピーカーの種類を確認してくださ
い。

* センタースピーカーおよびサブウーファーには、
スピーカーラベルの文字がありません。

コネクター スピーカー端子
赤 FRONT R

（フロントスピーカー右）
白 FRONT L

（フロントスピーカー左）
灰 SUR R

（サラウンドスピーカー右）
青 SUR L

（サラウンドスピーカー左）
緑 CENTER

（センタースピーカー）
紫 SUBWOOFER

（サブウーファー）

スピーカーラ
ベルの文字 スピーカーの種類

L フロントスピーカー左
R フロントスピーカー右
SL サラウンドスピーカー左
SR サラウンドスピーカー右
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準備３：オーディオ
/映像機器を接続す
る

本機とお手持ちの機器との接続のしかたを説
明します。はじめに下記の「接続機器一覧」
で、それぞれの機器の説明ページをご確認く
ださい。
すべての接続が終わったあと、「準備４：ア
ンテナをつなぐ」（28ページ）へ進んでくだ
さい。

接続機器一覧

スーパーオーディオCDプレーヤー /CDプ
レーヤーなどの接続例です。

お手持ちの機器の接続のしかたを
確認する

接続機器 説明ページ
オーディオ機器
• スーパーオーディオCDプ
レーヤー /CDプレーヤー

23ページ

映像機器
• DVDプレーヤー /DVDレ
コーダー

• ブルーレイディスクレコー
ダー

• 衛星放送チューナー /STB
（セットトップボックス）

• ビデオデッキ
• テレビ

24ページ

HDMI端子のある機器 26ページ

オーディオ機器を接続する

AUDIO IN 

SAT IN V

ANTENNA SA-CD/CD 
AUDIO

AM 

R 

L 

OPT IN OPT IN
VIDEO 1

COAX IN

ASSIGNABLE

DVD

DIGITALTV

TV

DVD IN 

音声信号

スーパーオーディオCDプ
レーヤー /CDプレーヤー

A

音声コード（別売り）A

次のページへつ
23
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DVDプレーヤーやDVDレコーダーなどの接
続例です。

DVDレコーダーを接続したときは
本機のリモコンでDVDレコーダーを操作す
るために、VIDEO 1入力の設定を変更して
ください。詳しくは、「お使いの機器に合わ
せて本機をリモコンに登録する」（63ペー
ジ）をご覧ください。

映像機器を接続する

AUDIO IN

DVD INSAT IN OUT

ANTENNA SA-CD/CD
AUDIO IN

DMPORT

HDMI

AM

R R

LDIGITALTV

OPT IN OPT IN
VIDEO 1

COAX IN

ASSIGNABLE

DVD TV

DC5V        700mA(MAX)

VIDEO 2/BD IN

AUDIO IN
VIDEO 1

L

A

光（OPTICAL）デジタル接続コード（付属）A

音声信号

テレビ

音声信号 音声信号

DVDプレーヤー DVDレコーダー

B

BC

音声コード（別売り）B
同軸（COAXIAL）デジタル接続コード（別売り）C

A
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ご注意
• 本機を介して、DVDレコーダーやビデオデッキ
の録画をすることはできません。詳しくは、
DVDレコーダーやビデオデッキの取扱説明書を
ご覧ください。

• マルチチャンネルのデジタル音声を出力するため
に、DVDプレーヤー側でデジタル音声出力の設
定をする必要があります。詳しくは、DVDプ
レーヤーの取扱説明書をご覧ください。

• 本機には、DVD用のアナログ音声入力端子があ
りません。DVDプレーヤーは、本機のDIGITAL 
DVD COAX IN端子につないでください。音声
をフロントスピーカー左 /右およびサブウー
ファーからのみ出力するときは、リモコンの
2CHボタンを押してください。

• 光（OPTICAL）デジタル接続コードをつなぐと
きは、カチッと音がするまでまっすぐにプラグを
差し込んでください。

• 光（OPTICAL）デジタル接続コードを折り曲げ
たり、結んだりしないでください。

ちょっと一言
• 本機のDIGITAL音声入力端子はすべて、32kHz、

44.1kHz、48kHz、96kHz のサンプリング周波
数に対応しています。

次のページへつ
25
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HDMIとはHigh-Definition Multimedia 
Interfaceの略で、映像信号と音声信号をデ
ジタルで伝送するインターフェースです。

HDMI接続でできること
HDMIで転送されたデジタル音声信号を、本
機につないだスピーカーから出力できます。
ドルビーデジタル、DTS、リニアPCM、
AACの各フォーマットに対応しています。

HDMI端子のある機器を接続する

AUDIO IN 

DVD IN SAT IN VIDEO 2/BD IN OUT 

ANTENNA SA-CD/CD 
AUDIO IN AUDIO IN 

VIDEO 1 

HDMI 

AM 

R 

L 

R 

L 

OPT IN OPT IN
VIDEO 1

COAX IN

ASSIGNABLE

DVD

DIGITALTV

TV DMPORT

DC5V        700mA(MAX)

音声 /映像信号

衛星放送チューナー

HDMIケーブル（別売り）
ソニー製HDMIケーブルのご使用をおすすめします。

A

音声 /映像信号

DVDプレーヤー

音声 /映像信号

ブルーレイディスク
レコーダー

音声/映像信号

テレビ、
プロジェクターなど

A A A A
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ブルーレイディスクレコーダーを接続し
たときは
本機のリモコンでブルーレイディスクレコー
ダーを操作するために、VIDEO 2入力の設
定を変更してください。詳しくは、「お使い
の機器に合わせて本機をリモコンに登録す
る」（63ページ）をご覧ください。

HDMI接続のご注意
• 高画質をお楽しみいただくためには、

HDMIロゴがついたケーブルが必要です。
ソニー製のHDMIケーブルを推奨します。

• HDMI Licensing LLCで認証された
HDMIロゴつきのケーブルをお使いくださ
い。

• HDMI IN端子に入力された音声信号はス
ピーカー出力、HDMI OUT端子から出力
されます。他の音声端子からは出力されま
せん。

• HDMI IN端子に入力された映像信号は、
HDMI OUT端子からのみ出力されます。

• テレビのスピーカーから音声を出すとき
は、VIDEOメニューの「AUDIO」を
「TV+AMP」に設定してください（45
ページ）。マルチチャンネルのソフトが再
生できない場合は、「AMP」に設定してく
ださい。「AMP」に設定すると、音声はテ
レビのスピーカーから出力されません。

• スーパーオーディオCDのマルチ /ステレオ
エリアの音声は出力されません。

• 再生機器の映像や音声を、本機を通してテ
レビに出力している場合は、本機の電源を
入れてください。電源が入っていないと、
映像も音声も伝送されません。

• HDMI端子からの音声信号（サンプリング
周波数、ビット長など）は、つないだ機器
により制限されることがあります。HDMI
ケーブルでつないだ機器の映像がきれいに
映らなかったり、音がでないときは、つな
いだ機器側の設定をご確認ください。

• 再生機器から出力される音声のサンプリン
グ周波数やチャンネル数が切り換わったと
きに、音声が途切れる場合があります。

• 接続機器が著作権保護技術（HDCP）に対
応していないために、本機のHDMI出力の
映像や音声が乱れたり再生できない場合が
あります。このような場合は、接続機器の
仕様をご確認ください。

• HDMI接続で96kHzマルチチャンネルの音
声を出力するときは、再生機器の映像信号
の解像度を720pまたは1080iに設定して
ください。

• HDMI-DVI変換ケーブルでDVI-D機器をつ
ないだ場合、音声や映像が出力されないこ
とがあります。

• 本機につないだ機器のHDMIの設定につい
て詳しくは、各機器の取扱説明書をご覧く
ださい。
27
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準備４：アンテナをつなぐ
ラジオを聞くために、付属のAMループアンテナおよびFMワイヤーアンテナをつなぎます。

ご注意
• 雑音の原因になるため、AMループアンテナは本
機や他のAV機器の近くに置かないでください。

• FMワイヤーアンテナは束ねたまま使わないでく
ださい。

• FMワイヤーアンテナをつないだ後は、できるだ
け水平に置いてください。

AUDIO IN 

DVD IN SAT IN VIDEO 2/BD IN OUT 

ANTENNA SA-CD/CD 
AUDIO IN AUDIO IN 

VIDEO 1 

HDMI 

AM 

R 

L 

R 

L 

OPT IN OPT IN
VIDEO 1

COAX IN

ASSIGNABLE

DVD

DIGITALTV

TV DMPORT

DC5V        700mA(MAX)

FMワイヤーアンテナ（付属）

AMループアンテナ（付属）
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準備５：本体とリモ
コンを準備する

電源コードのプラグを壁のコンセントにつな
ぎます。

本機を初めてお使いになるときは、必ず以下
の手順で本機を初期設定状態にしてくださ
い。また、本機をお使いになった後、設定し
た内容などをお買い上げ時の状態に戻したい
ときも、以下の手順を行ってください。
本体のボタンを使って操作してください。

1 "/1（電源）を押して、本機の
電源を切る。

2 "/1（電源）を約5秒間押し続
ける。
「CLEARING」が表示窓に表示された
あと、「CLEARED」と表示されます。
下記がお買い上げ時の状態に戻ります。
•「LEVEL」、「TONE」、「SUR」、
「TUNER」、「AUDIO」、「VIDEO」、
「SYSTEM」、「A. CAL」の各メ
ニューで設定した内容。

• 入力および放送局ごとに登録したサ
ウンドフィールド。

• 全てのサウンドフィールドのパラ
メーター。

• 全ての登録した放送局。
• MASTER VOLUMEは「VOL MIN」
に設定されます。

• 入力は「DVD」に設定されます。

電源コードをつなぐ

CENTER SUBWOOFERSUR L

電源コード

壁のコンセントへ

本機を初めてお使いになるときは
（本機を初期設定状態にする）

AUTO CAL MIC

MUTINGMASTER VOLUMESOUND FIELDPRESET TUNING

1,2

次のページへつ
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3と#の向きを合わせて、リモコンに、単3
乾電池（付属）2個を入れます。

ご注意
• 高温、多湿の場所を避けて保管してください。
• 新しい乾電池と使用途中の乾電池を混ぜて使わな
いでください。

• マンガン乾電池と、種類の違う乾電池を混ぜて使
わないでください。

• リモコンを使うときは、リモコン受光部に直射日
光や照明器具などの強い光が当たらないようにご
注意ください。リモコンで操作できないことがあ
ります。

• 長い間リモコンを使わないときは、液漏れや腐食
を防ぐため、乾電池を取り出してください。

• 電池交換時に、リモコンにプログラムした内容が
消える場合があります。その場合は、再登録して
ください（63ページ）。

ちょっと一言
• 乾電池の寿命は、通常約3ヶ月です。リモコンで
本機を操作できなくなったら、新しい乾電池に交
換してください。

準備６：自動でス
ピーカーを設定する
（自動音場補正機能）

D.C.A.C.（Digital Cinema Auto 
Calibration（自動音場補正））機能によっ
て、自動的に以下の項目を測定します。
• 各スピーカーと本機の接続
• スピーカーのレベル
• スピーカーの距離
• スピーカーの極性
• 周波数特性*

* サンプリング周波数が96kHzより高い信号を受
信しているときは、測定結果は反映されません。

D.C.A.C.機能によって、自動的に最適な音
声バランスを設定します。
なお、手動でお好みのスピーカーのレベルと
バランスを設定することもできます。詳しく
は、「準備７：スピーカーのレベルとバラン
スを調節する」（35ページ）をご覧くださ
い。

スピーカーを設置、接続してから、測定して
ください（18、21ページ）。
測定の前に、以下についてご注意ください。
• AUTO CAL MIC端子は付属の測定用マイ
ク専用です。他のマイクはつながないでく
ださい。本機やマイクの故障の原因になり
ます。

• 測定中は大きな測定音が出ます。音量は調
整できません。お子様や隣近所への配慮を
お願いします。

• 測定音以外の音が入らないように、静かな
環境で測定してください。

• スピーカーとマイクの間に障害物があると
正しく測定できません。測定開始前に測定
エリア（機器の設置エリア）の外側に出て
ください。

リモコンに電池を入れる

測定の準備をする
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ご注意
• 消音機能を設定していても、測定が始まると自動
的に解除されます。

1 測定用のマイク（付属）を本
機前面のAUTO CAL MIC端
子につなぐ。

2 マイクを設置する。
マイクは実際に視聴する位置に設置し
ます。耳と同じ高さになるように、台
や三脚を使って固定してください。

ちょっと一言
• スピーカーをマイクの方へ向けると、さらに正確
な測定をすることができます。

AMP MENUを押してから、
AUTO CALを押す。
A. CALメニューの「A. CAL YES」を選ん
で、測定することもできます。
表示窓に以下が表示されます。
A. CAL [5] t A. CAL [4] t A. CAL [3] 
t A. CAL [2] t A. CAL [1] 
測定時間は約30秒です。測定が始まると、
以下の項目が表示されます。

ご注意
• サラウンドスピーカーの高さ情報は測定できませ
ん。SYSTEMメニューの「SUR POS.」で設定
してください（41ページ）。

AUTO CAL MIC 

MUTING MASTER VOLUME SOUND FIELD PRESET TUNING 

測定用マイク

測定する

測定項目 表示
スピーカーの有無 TONE

スピーカーの増幅率、距離、
周波数特性

T.S.P.

サブウーファーの増幅率、距
離

WOOFER

1 2 3

4 6

7 8

0/10 ENTER

9

SYSTEM STANDBY

TV INPUT
SLEEP DMPORT

TV ?/1
AV ?/1

VIDEO 1 VIDEO 2 VIDEO 3 DVD

2CH A.F.D.

RETURN/EXIT MENU

MOVIE MUSIC

MEMORY

DVD MENU

FM MODECLEAR

TOOLSDISPLAY MUTING

TV VOL
MASTER VOL

AUTO CAL

D.TUNING

D.SKIP

AMP MENU

SAT TV SA-CD/CD TUNER

?/1

-

F

G g

f

5

>10/10 11 12

MASTER 
VOL ＋ /－

入力切り換
え用ボタン

"/1

MUTING

AUTO CAL

AMP MENU

次のページへつ
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ちょっと一言
• 測定が始まったら、測定の妨げにならないよう、
スピーカーやリスニングポジションから離れてく
ださい。測定中はテスト信号がスピーカーから出
力されます。

• 正確な測定をするため、周囲の騒音が少ない状態
で測定してください。

測定を中止するには
測定中に以下の操作をすると、測定が中止さ
れます。
ー"/1またはMUTINGを押す。
ーリモコンの入力切り換え用ボタンまたは本
体の INPUT SELECTORを押す。

ーボリュームを変更する。
ーAUTO CALをもう一度押す。

1 測定結果を確認する。
測定が終わると終了音が鳴り、測定結
果が表示されます。

2 V/vを繰り返し押して項目を
選び、 を押す。

3 測定結果を保存する。
手順2で「SAVE」を選びます。
測定結果が保存されます。

エラーが出たときは
エラー原因の対策をして、再測定してくださ
い。

測定結果を確認 /保存する

測定結果 表示 説明
正常に測定が
終了したとき

SAVE 手順2へ進ん
でください。

正常に測定で
きなかったと
き

ERROR
XXXX

「エラーが出
たときは」
（32ページ）
をご覧くださ
い。

項目 説明
RETRY 再測定します。
SAVE 測定した設定を保存し、

終了します。
WARN CHK 測定結果の注意事項を表

示します。「「WARN 
CHK」を選んだときは」
（33ページ）をご覧くだ
さい。

PHASE 各スピーカーの位相（正
相 /逆相）を表示します。
「「PHASE」を選んだと
きは」（33ページ）をご
覧ください。

DISTANCE スピーカーの距離の測定
結果を表示します。

LEVEL スピーカーのレベルの測
定結果を表示します。

EXIT 測定した設定を保存しな
いで終了します。

エラーの種類 原因と対策
ERROR 32 スピーカーが検出されませ

んでした。測定用のマイク
が正しく接続されているこ
とを確認し、再測定してく
ださい。接続されている場
合は測定用マイクが断線し
ていることが考えられま
す。

ERROR F 33 • フロントスピーカーが接
続されていない、または
フロントスピーカーが1
本しか接続されていませ
ん。

• 測定用マイクが接続され
ていません。

ERROR SR 33 左か右どちらかのサラウン
ドスピーカーが接続されて
いません。

ERROR SW 33 サブウーファーが接続され
ていません。サブウー
ファーを本体後面の
SUBWOOFER端子に接
続してください。

項目 説明
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エラーを修正するには
1 エラーコードを記録する。
2 を押して、「RETRY Y」を表示させる。
3 エラーの原因を修正する。
詳しくは、「エラーが出たときは」（32 
ページ）をご覧ください。

4 を押して、再測定する。

「WARN CHK」を選んだときは
測定結果に注意事項があった場合、詳しい情
報を表示します。

を押して、「測定結果を確認 / 保
存する」の手順2に戻る。

「PHASE」を選んだときは
各スピーカーの位相（正相、逆相）を確認で
きます。

V/vを繰り返し押してスピーカー
を選び、 を押して「測定結果を
確認 /保存する」の手順2に戻る。

* xx部分には、スピーカーチャンネルが表示され
ます。
FL フロントスピーカー（左）
FR フロントスピーカー（右）
C センタースピーカー
SL サラウンドスピーカー（左）
SR サラウンドスピーカー（右）
SW サブウーファー

ちょっと一言
• サブウーファーの位置によって極性の判定が異な
る場合があります。測定結果のまま使って問題あ
りません。

測定が終わったら
測定用のマイクを抜いてください。

ご注意
• スピーカーの設置位置を変更したときは、測定を
やり直してください。

ERROR 33 ノイズにより、スピーカー
が誤って検出されました。
測定音以外の音が入らない
ように、静かな環境で測定
してください。

WARNINGの
種類 説明

WARN 40 測定は完了しましたが、騒
音のレベルが高いです。再
測定を行うと測定できる場
合もありますが、すべての
環境で測定ができるとは限
りません。できるだけ、周
囲の騒音が少ない状態で測
定してください。

WARN 41 測定用マイクからの入力が
過大です。これ以上大きな
音で測定できません。周囲
の騒音が小さくなってから
再測定してください。

WARN 42 本機のボリュームが過大で
す。これ以上大きな音で測
定できません。周囲の騒音
が小さくなってから再測定
してください。

エラーの種類 原因と対策

WARN 43 サブウーファーの距離・位
相が測定できませんでし
た。ノイズが原因となって
いる場合があります。周囲
が静かな状態で再測定して
ください。

NO WARN WARNING情報はありま
せん。

表示 説明
xx* IN 正相です。
xx* OUT 逆相です。スピーカーの＋

/－端子が逆に接続されて
いる可能性があります。

WARNINGの
種類 説明

次のページへつ
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A. CALメニューを使って、自動音場補正機
能をお好みにあわせて設定することができま
す。
メニューから「8-A. CAL」を選んでくださ
い。パラメーターの調節について詳しくは、
「メニューを使ってアンプを設定する」（39
ページ）および「メニュー一覧」（40ペー
ジ）をご覧ください。

x AUTO CAL（自動音場補正機能の有
効/無効）

• A. CAL NO
自動音場補正機能を無効にします。

• A. CAL YES
自動音場補正の測定を開始します。

x CAL LOAD（測定値の読み込み)*

• LOAD YES
保存された測定値を読み込むときに選びま
す。

• LOAD NO
保存された測定値を読み込みたくないとき
に選びます。

* すでに保存された測定値がある場合のみ、この項
目を選ぶことができます。

A. CALメニューのパラメーター
について
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準備７：スピーカー
のレベルとバランス
を調節する
（TEST TONE）

リスニングポジションに座り、テストトーン
の出力を聞きながらスピーカーのレベルとバ
ランスを調節できます。

ちょっと一言
• 本機は中心周波数800Hzのテストトーンを採用
しています。

1 AMP MENUを押す。
「1-LEVEL」が表示窓に表示されます。

2 またはbで決定する。

3 V/vを繰り返し押して、「T. 
TONE」を選ぶ。

4 またはbで決定する。

5 V/vを繰り返し押して、「T. 
TONE Y」を選ぶ。
各スピーカーから以下の順番でテスト
トーン（ザーッという音）が出力され
ます。
フロント（左）tセンターtフロント
（右）tサラウンド（右）tサラウン
ド（左）tサブウーファー

6 すべてのスピーカーのテスト
トーンが同じ音量に聞こえる
ように、LEVELメニューを
使って各スピーカーのレベル
とバランスを調節する。
詳しくは、「各スピーカーのレベルやバ
ランスを調節する」（42ページ）をご覧
ください。

ちょっと一言
• すべてのスピーカーの音量を一度に調節し
たいときは、リモコンのMASTER VOL 
＋ /－または本体のMASTER VOLUMEつ
まみで調節します。

• スピーカーのレベルとバランスを調整して
いる間は、調整した値が表示窓に表示され
ます。

テストトーンを止めるには
手順1 ～ 5を行い、手順5で「T. TONE N」
を選びます。

1 2 3

4 6

7 8

0/10 ENTER

9

2CH A.F.D.

RETURN/EXIT
TV CH –

PRESET –
TV CH +

PRESET +REPLAY ADVANCE

MENU

MOVIE MUSIC

MEMORY

DVD MENU

FM MODECLEAR

TOOLSDISPLAY MUTING

TV VOL
MASTER VOL

AUTO CAL

D.TUNING

D.SKIP

AMP MENU

-

F

G g

f

. < < >

5

>10/10 11 12

MASTER 
VOL ＋ /－

2-5

1
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つないだ機器を選ぶ

1 入力切り換え用のボタンを押
す。
または、本体の INPUT SELECTORを
押します。
選んだ入力が表示窓に表示されます。

* デジタルメディアポートアダプターは今後
発売を予定しています。

**[VIDEO 2/BD]はスクロールして、
[VIDEO 2]が表示されます。

2 アンプにつないだ機器の電源
を入れ、再生する。

3 MASTER VOL ＋ /－を押し
て、音量を調節する。
または本体のMASTER VOLUMEつま
みを回します。

音を一時的に消したいときは
リモコンのMUTINGを押します。
消音機能を解除するには、以下の操作をして
ください。
• MUTINGをもう一度押す。
• ボリュームを調節して音量を上げます。
• 本体の電源を切る。

スピーカーの破損を防ぐために
電源を切る前にボリュームを最小にしておい
てください。

再生する

選んだ入力
[表示 ] 再生する機器

DMPORT
[DMPORT]

DMPORT端子につない
だデジタルメディアポー
トアダプター *

VIDEO 1 
[VIDEO 1]

VIDEO 1端子につない
だビデオデッキなど

VIDEO 2
[VIDEO 2/
BD]**

VIDEO 2/BD端子につ
ないだブルーレイディス
クレコーダーなど

DVD
[DVD]

DVD端子につないだ
DVDプレーヤーなど

1 2 3

4 6

7 8

0/10 ENTER

9

SYSTEM STANDBY

TV INPUT
SLEEP DMPORT

TV ?/1
AV ?/1

VIDEO 1 VIDEO 2 VIDEO 3 DVD

2CH A.F.D.

RETURN/EXIT
TV CH –

PRESET –
TV CH +

PRESET +REPLAY ADVANCE

MENU

MOVIE MUSIC

MEMORY

DVD MENU

FM MODECLEAR

TOOLSDISPLAY MUTING

TV VOL
MASTER VOL

AUTO CAL

D.TUNING

D.SKIP

AMP MENU

SAT TV SA-CD/CD TUNER

?/1

-

F

G g

f

. < < >

5

>10/10 11 12

MUTING

3

1

SAT
[SAT]

SAT端子につないだ衛星
放送チューナーやSTB
（セットトップボックス）
など

TV
[TV]

TV端子につないだテレ
ビなど

SA-CD/CD
[SA-CD/CD]

SA-CD/CD端子につな
いだスーパーオーディオ
CD/CDプレーヤーなど

TUNER
[FMまたは
AM]

内蔵ラジオチューナー

選んだ入力
[表示 ]

再生する機器
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つないだ機器の音 /映像を楽しむ
スーパーオーディオCD/CDを聞く

1 2 3

4 6

7 8

0/10 ENTER

9

SYSTEM STANDBY

TV INPUT
SLEEP DMPORT

TV ?/1
AV ?/1

VIDEO 1 VIDEO 2 VIDEO 3 DVD

2CH A.F.D.

RETURN/EXIT
TV CH –

PRESET –
TV CH +

PRESET +

TUNING –

TV

TUNING +

REPLAY ADVANCE

MENU

MOVIE MUSIC

MEMORY

DVD MENU

FM MODECLEAR

TOOLSDISPLAY MUTING

TV VOL
MASTER VOL

AUTO CAL

D.TUNING

D.SKIP

AMP MENU

SAT TV SA-CD/CD TUNER

?/1

-

F

G g

f

.

Hm M

X x

< < >

5

>10/10 11 12

AUTO CAL MIC 

MUTING MASTER VOLUME SOUND FIELD PRESET TUNING 

2
3

5 5

3

ご注意
• 本ページの操作はソニーのスー
パーオーディオCDプレーヤー
の場合です。

• スーパーオーディオCDプレー
ヤー、CDプレーヤーの操作に
ついて詳しくは、各機器の取扱
説明書をご覧ください。

ちょっと一言
• お聞きになる音楽に合わせてお
好みの音場効果を設定すること
ができます。詳しくは50ペー
ジをご覧ください。
おすすめの音場プログラム：
クラシック：HALL
ジャズ：JAZZ
ライブコンサート：CONCERT

• 2chで記録された音声を全ての
スピーカーから出力して聞くこ
とができます（マルチチャンネ
ル）。詳しくは、48ページをご
覧ください。
1 スーパーオーディオCDプレーヤー /CDプ
レーヤーの電源を入れ、ディスクをプレー
ヤーにセットする。

2 本機の電源を入れる。

3 リモコンのSA-CD/CDを押す。
または本体の INPUT SELECTORを押して、「SA-CD/
CD」を選びます。

4 ディスクを再生する。

5 ボリュームを適当な音量に調節する。

6 スーパーオーディオCD/CDを聞き終わった
ら、ディスクを取り出し、各機器の電源を
切って終了する。

次のページへつづく
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DVDを見る

1 2 3

4 6

7 8

0/10 ENTER

9

SYSTEM STANDBY

TV INPUT
SLEEP DMPORT

TV ?/1
AV ?/1

VIDEO 1 VIDEO 2 VIDEO 3 DVD

2CH A.F.D.

RETURN/EXIT
TV CH –

PRESET –
TV CH +

PRESET +

TUNING –

TV

TUNING +

REPLAY ADVANCE

MENU

MOVIE MUSIC

MEMORY

DVD MENU

FM MODECLEAR

TOOLSDISPLAY MUTING

TV VOL
MASTER VOL

AUTO CAL

D.TUNING

D.SKIP

AMP MENU

SAT TV SA-CD/CD TUNER

?/1

-

F

G g

f
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Hm M

X x

< < >
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>10/10 11 12

AUTO CAL MIC 

MUTING MASTER VOLUME SOUND FIELD PRESET TUNING 

2
3

7 7

3

ご注意
• テレビ、DVDプレーヤーの操作
について詳しくは、各機器の取
扱説明書をご覧ください。

• マルチチャンネルで音声が聞け
ない場合は、以下についてご確
認ください。
ー 本機とDVDプレーヤーがデ
ジタル接続されているか。

ー DVDプレーヤー側の音声デ
ジタル出力が設定されてい
るか。

ちょっと一言
• 必要に応じて再生するディスク
のサウンドフォーマットを選ん
でください。

• 再生する映画 /音楽に合わせて、
お好みの音場効果を設定できま
す。詳しくは、50ページをご
覧ください。
おすすめの音場プログラム：
映画：C.ST.EX
音楽：CONCERT
1 テレビ、DVDプレーヤーの電源を入れる。

2 本機の電源を入れる。

3 リモコンのDVDを押す。
または本体の INPUT SELECTORを押して、「DVD」を
選びます。

4 テレビの入力をDVDプレーヤーの映像が映
るように切り換える。
テレビに映像が出ない場合は、DVDプレーヤーの映像出
力がテレビに正しく接続されているか確認してください。

5 DVDプレーヤーの設定をする。
詳しくは、付属の「接続・設定ガイド」をご覧ください。

6 ディスクをDVDプレーヤーにセットし、再
生する。

7 ボリュームを適当な音量に調節する。

8 DVDを見終わったら、ディスクを取り出
し、各機器の電源を切って終了する。
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メニューを使ってア
ンプを設定する
メニューを使って、本機のさまざまな設定を
することができます。

1 AMP MENUを押す。
「1-LEVEL」が表示窓に表示されます。

2 V/vを繰り返し押して、設定
したいメニューを選ぶ。

3 またはbを押して、メ
ニューを表示する。

4 V/vを繰り返し押して、設定
したい項目を選ぶ。

5 またはbを押して、設定項
目のパラメーターを表示する。

6 V/vを繰り返し押して、パラ
メーターを選ぶ。
自動的にパラメーターが確定されます。

前の表示に戻るには
Bを押します。

メニューから抜けるには
AMP MENUを押します。

ご注意
• 表示窓の設定項目が暗く表示されているものは、
選んだ設定項目が機能しない、あるいは変更でき
ないことを意味します。

アンプを操作する

1 2 3

4 6

7 8

0/10 ENTER

9

2CH A.F.D.

RETURN/EXIT
TV CH –

PRESET –
TV CH +

PRESET +REPLAY ADVANCE

MENU

MOVIE MUSIC

MEMORY

DVD MENU

FM MODECLEAR

TOOLSDISPLAY MUTING

TV VOL
MASTER VOL

AUTO CAL

D.TUNING

D.SKIP

AMP MENU

-

F
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f

. < < >

5

>10/10 11 12

2-6

1

次のページへつ
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各メニューから以下のオプションが設定でき
ます。メニュー操作について詳しくは、39
ページをご覧ください。

メニュー一覧

メニュー
[表示]

項目
[表示] 設定値 初期値

LEVEL
[1-LEVEL]
（42ページ）

テストトーン*1

[T. TONE]
T. TONE Y、T. TONE N T. TONE N

フロントスピーカーバランス*1

[FRT BAL]
BAL. L +1 ～ BAL. L +10、
BALANCE、BAL. R +1 ～ 
BAL. R +10

BALANCE

センタースピーカーレベル
[CNT LVL]

CNT －10dB ～ CNT 
+10dB（1dB単位）

CNT 0dB

サラウンドスピーカー（左）レベル
[SL LVL]

SUR L －10dB ～ SUR L 
+10dB（1dB単位）

SUR L 0dB

サラウンドスピーカー（右）レベル
[SR LVL]

SUR R －10dB ～ SUR R 
+10dB（1dB単位）

SUR R 0dB

サブウーファーレベル
[SW LVL]

SW －10dB ～ SW +10dB
（1dB単位）

SW 0dB

ダイナミックレンジの圧縮*1

[D. RANGE]
COMP. OFF、COMP. 
STD、COMP. MAX

COMP. OFF

TONE
[2-TONE]
（43ページ）

フロントスピーカーの低域レベル
[BASS LVL]

BASS －10dB ～ BASS 
+10dB（0.5dB単位）

BASS 0dB

フロントスピーカーの高域レベル
[TRE LVL]

TRE －10dB ～ TRE 
+10dB（0.5dB単位）

TRE 0dB

SUR
[3-SUR]
（43ページ）

サウンドフィールドの種類の選択*1

[S.F. SELCT]
2CH ST.、A.F.D. AUTO、
DOLBY PL、PLII MV、
PLII MS、MULTI ST.、
C.ST.EX A、C.ST.EX B、
C.ST.EX C、PORTABLE、
HALL、JAZZ、CONCERT

A.F.D. AUTO

エフェクトレベル*1*2

[EFFECT]
EFCT. MIN、EFCT. STD、
EFCT. MAX

EFCT. STD

TUNER
[4-TUNER]
（44ページ）

FM放送局の受信モード*1

[FM MODE]
FM AUTO、FM MONO FM AUTO

AUDIO
[5-AUDIO]
（44ページ）

デジタル音声入力デコードプライオ
リティ *1

[DEC. PRI.]

DEC. AUTO、DEC. PCM • VIDEO 1および
VIDEO 2/BD、
SAT、TV、DVD端
子に入力されるデジ
タル音声は「DEC. 
AUTO」

• SA-CD/CD端子に入
力されるデジタル音
声は「DEC. PCM」

二重音声モード*1

[DUAL]
DUAL M/S、DUAL M、
DUAL S、DUAL M+S

DUAL M

音声と映像出力の同期*1

[A.V. SYNC.]
A.V.SYNC. 0 ～ 
A.V.SYNC. 20

A.V.SYNC. 0

デジタル音声入力の割り当て*1

[D. ASSIGN]
詳しくは、60ページをご覧
ください。

音声入力モードの切り換え*1

[IN MODE]
詳しくは、58ページをご覧
ください。
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*1詳しくは、カッコ内のページをご覧ください。
*2サラウンド効果は、2chステレオおよびA.F.D. モードでは機能しません。
*3このパラメーターを選ぶと、表示窓の「HDMI」が点滅します。
*4 A. CALメニューの「CAL LOAD」を「LOAD YES」に設定すると、測定値がx.xxmというように表示
され、1cm単位で調節できるようになります。

*5設定を選んだあと、 を押して確定してください。

VIDEO
[6-VIDEO]
（45ページ）

HDMI音声出力の設定*1*3

[AUDIO]
AMP、TV+AMP AMP

HDMIコントロール機能の設定*1*3

[CONTROL]
CTRL ON、CTRL OFF CTRL OFF

SYSTEM
[7-SYSTEM]
（46ページ）

フロントスピーカー（左）までの距
離*1*4

[FL DIST.]

DIST. 1.0m ～ DIST. 7.0m
（0.1m単位）

DIST. 3.0m

フロントスピーカー（右）までの距
離*1*4

[FR DIST.]

DIST. 1.0m ～ DIST. 7.0m
（0.1m単位）

DIST. 3.0m

センタースピーカーまでの距離*1*4

[CNT DIST.]
DIST. 1.0m ～ DIST. 7.0m
（0.1m単位）

DIST. 3.0m

サラウンドスピーカー（左）までの
距離*1*4

[SL DIST.]

DIST. 1.0m ～ DIST. 7.0m
（0.1m単位）

DIST. 3.0m

サラウンドスピーカー（右）までの
距離*1*4

[SR DIST.]

DIST. 1.0m ～ DIST. 7.0m
（0.1m単位）

DIST. 3.0m

サブウーファーまでの距離*1*4

[SW DIST.]
DIST. 1.0m ～ DIST. 7.0m
（0.1m単位）

DIST. 3.0m

サラウンドスピーカーの位置*1

[SUR POS.]
BEHD/HI、BEHD/LO、
SIDE/HI、SIDE/LO

SIDE/LO

表示窓の明るさ*1

[DIMMER]
0% dim、40% dim、70% 
dim

0% dim

A. CAL
[8-A. CAL]
（34ページ）

自動音場補正機能の有効/無効*1*5

[AUTO CAL]
A.CAL YES、A.CAL NO A.CAL NO

測定値の読み込み*1*4

[CAL LOAD]
LOAD NO、LOAD YES LOAD YES

メニュー
[表示]

項目
[表示 ] 設定値 初期値
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各スピーカーのレベ
ルやバランスを調節
する
（LEVELメニュー）

LEVELメニューを使って、各スピーカーの
レベルやバランスを調整できます。
メニューから「1-LEVEL」を選んでくださ
い。パラメーターの調節について詳しくは、
「メニューを使ってアンプを設定する」（39
ページ）、「メニュー一覧」（40ページ）をご
覧ください。

LEVELメニューの設定項目

x T. TONE（テストトーン）
リスニングポジションに座り、テストトーン
の出力を聞きながらスピーカーのレベルとバ
ランスを調節できます。詳しくは、「準備７：
スピーカーのレベルとバランスを調節する」
（35ページ）をご覧ください。

x FRT BAL（フロントスピーカーバラ
ンス）

フロントスピーカーの左右のバランスを調節
します。

x CNT LVL（センタースピーカーレベ
ル）

x SL LVL（サラウンドスピーカー
（左）レベル）

x SR LVL（サラウンドスピーカー
（右）レベル）

x SW LVL（サブウーファーレベル）

x D. RANGE（ダイナミックレンジの
圧縮）

サウンドトラックのダイナミックレンジを狭
くします。深夜に小音量で映画を見たいとき
などに便利です。ドルビーデジタルの音声に
のみ働きます。
• COMP. OFF
ダイナミックレンジの圧縮は行われませ
ん。

• COMP. STD
レコーディングエンジニアが意図するダイ
ナミックレンジでサウンドトラックを再現
します。

• COMP. MAX
ダイナミックレンジを極端に狭くします。

ちょっと一言
•「D. RANGE（ダイナミックレンジの圧縮）」で
は、ダイナミックレンジをドルビーデジタルに記
録されているダイナミックレンジ情報に基づいて
圧縮します。
「COMP. STD」が本来の圧縮値ですが、控えめ
に感じるときは、「COMP. MAX」をおすすめし
ます。これは極端にダイナミックレンジを圧縮し
ますので、深夜のビデオ鑑賞などに便利です。ア
ナログのリミッターとは異なり、機器側が圧縮ポ
イントをあらかじめ予測しているため、自然な圧
縮になります。
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フロントスピーカー
の音質（低域 /高域
レベル）を調節する
（TONEメニュー）

TONEメニューを使って、フロントスピー
カーの音質（低域 /高域レベル）を調節でき
ます。
メニューから「2-TONE」を選んでくださ
い。パラメーターの調節について詳しくは、
「メニューを使ってアンプを設定する」（39
ページ）、「メニュー一覧」（40ページ）をご
覧ください。

TONEメニューの設定項目

x BASS LVL（フロントスピーカーの
低域レベル）

x TRE LVL（フロントスピーカーの高
域レベル）

サラウンド効果を調
節する
（SURメニュー）

SURメニューを使って、お好みのサウンド
フィールドを選び、サラウンド効果を楽しむ
ことができます。
メニューから「3-SUR」を選んでください。
パラメーターの調節について詳しくは、「メ
ニューを使ってアンプを設定する」（39ペー
ジ）、「メニュー一覧」（40ページ）をご覧く
ださい。

SURメニューの設定項目

x S. F. SELECT（サウンドフィール
ドの種類の選択）

お好みのサウンドフィールドを選ぶことがで
きます。詳しくは、「サラウンド効果を楽し
む」（48ページ）をご覧ください。

ご注意
• 本機では、各入力で最後に選んだサウンドフィー
ルドが次回も適用されます（サウンドフィールド
リンク）。例えば、SA-CD/CD入力に対して
「HALL」を選び、その後、入力を切り換えて、
もう一度SA-CD/CD入力に戻っても、「HALL」
が適用されます。

x EFFECT（エフェクトレベル）
MOVIEまたはMUSICボタンを押してサウ
ンドフィールドを選んだときの、サラウンド
効果のレベルを選ぶことができます。
• EFCT. MIN
サラウンド効果のレベルを最小にします。

• EFCT. STD
サラウンド効果のレベルを標準にします。

• EFCT. MAX
サラウンド効果のレベルを最大にします。
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ラジオを設定する
（TUNERメニュー）

TUNERメニューを使って、FM放送局の受
信モードを設定できます。
メニューから「4-TUNER」を選んでくださ
い。パラメーターの調節について詳しくは、
「メニューを使ってアンプを設定する」（39
ページ）、「メニュー一覧」（40ページ）をご
覧ください。

TUNERメニューの設定項目

x FM MODE（FM放送局の受信モー
ド）

• FM AUTO
ステレオで放送されたラジオ放送をステレ
オとして受信します。

• FM MONO
放送信号に関わらず、モノラルとして受信
します。

音声を設定する
（AUDIOメニュー）

AUDIOメニューを使って、お好みに合わせ
て音声を設定できます。
メニューから「5-AUDIO」を選んでくださ
い。パラメーターの調節について詳しくは、
「メニューを使ってアンプを設定する」（39
ページ）、「メニュー一覧」（40ページ）をご
覧ください。

AUDIOメニューの設定項目

x DEC. PRI.（デジタル音声入力デ
コードプライオリティ）

DIGITAL 音声入力端子とHDMI IN端子に入
力されるデジタル音声の入力モードを設定で
きます。
• DEC. AUTO
ドルビーデジタル、DTS、
MPEG-2 AAC、PCMの音声入力を自動
的に切り換えます。

• DEC. PCM
PCM信号を優先して処理します（頭切れ
を防ぎます）。
その他の信号が入力されたとき、フォー
マットによっては音が出ないことがありま
す。その場合は、「DEC. AUTO」に設定
してください。
HDMI IN端子からの信号を選んでいると
きは、接続している機器からはPCM信号
のみ出力されるようになります。その他の
フォーマットを受信する場合は「DEC. 
AUTO」に設定してください。

ご注意
•「DEC. AUTO」に設定してCD などのデジタル
音声を入力したときに、再生を始めると音が途切
れる場合は「DEC. PCM」にしてください。



ア
ン
プ
を
操
作
す
る

づく
x DUAL（二重音声モード）
MPEG-2 AACやドルビーデジタルなどの二
重音声を聞くとき、再生モードを設定しま
す。
• DUAL M/S（主音声 /副音声）
フロントスピーカー左から主音声、フロン
トスピーカー右から副音声を同時に再生し
ます。

• DUAL M（主音声）
主音声のみを再生します。

• DUAL S（副音声）
副音声のみを再生します。

• DUAL M+S（主音声+副音声）
主音声と副音声が合成された音声を再生し
ます。

x A.V. SYNC.（音声と映像出力の同
期）

入力された音声を遅らせて、映像と音声のず
れを調節することができます。0（0ミリ秒）
から20（200ミリ秒）まで、1（10ミリ秒）
単位で調節できます。

ご注意
• A.V. SYNC.機能は、大きな液晶ディスプレイや
プラズマモニター、プロジェクターなどを使用し
ているときに便利です。

• A.V. SYNC.機能は、HDMI入力でマルチチャン
ネルPCM信号を受信しているときには機能しま
せん。

x D. ASSIGN（デジタル音声入力の割
り当て）

特定の入力のデジタル音声入力を、他の入力
に割り当てることができます。詳しくは、
「選んだ入力にデジタル音声端子を割り当て
る」（60ページ）をご覧ください。

x IN MODE（音声入力モードの切り
換え）

音声入力モードの切り換えができます。詳し
くは、「デジタル音声とアナログ音声の入力
を切り換える」（58ページ）をご覧くださ
い。

映像を設定する
（VIDEOメニュー）

VIDEOメニューを使って、HDMIに関する
さまざまな設定ができます。
メニューから「6-VIDEO」を選んでくださ
い。パラメーターの調節について詳しくは、
「メニューを使ってアンプを設定する」（39
ページ）、「メニュー一覧」（40ページ）をご
覧ください。

VIDEOメニューの設定項目

x AUDIO（HDMI音声出力の設定)*

本機とHDMI接続した再生機からの音声の出
力先を設定します。
• AMP
再生機の音声は、本機につないだスピー
カーからのみ出力されます。マルチチャン
ネルの音声はそのまま再生可能です。

ご注意
• テレビのスピーカーから音は出ません。

• TV+AMP
再生機の音声は、本機につないだスピー
カーと、テレビのスピーカーの両方から再
生されます。

ご注意
• 本機で再生する音声は、チャンネル数やサンプ
リング周波数など、テレビの性能に依存しま
す。テレビがステレオ（2ch）スピーカーの場
合は、マルチチャンネルのソフトを再生して
も、本機の音声はテレビと同じステレオ
（2ch）になります。

• 本機にプロジェクターなどの映像機器をつない
でいるとき、本機につないだスピーカーから音
が出ないことがあります。その場合は、
「AMP」に設定してください。

次のページへつ
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x CONTROL（HDMIコントロール機
能の設定)*

HDMIコントロール機能の有効 /無効を設定
します。
詳しくは、付属の「BRAVIA Linkガイド」
をご覧ください。
* このパラメーターを選ぶと、表示窓の「HDMI」
が点滅します。

システムを設定する
（SYSTEMメニュー）

SYSTEMメニューを使って、スピーカーの
距離などを設定できます。
メニューから「7-SYSTEM」を選んでくだ
さい。パラメーターの調節について詳しく
は、「メニューを使ってアンプを設定する」
（39ページ）、「メニュー一覧」（40ページ）
をご覧ください。

SYSTEMメニューの設定項目

x FL DIST.（フロントスピーカー
（左）までの距離）

x FR DIST.（フロントスピーカー
（右）までの距離）

x CNT DIST.（センタースピーカーま
での距離）

x SL DIST.（サラウンドスピーカー
（左）までの距離）

x SR DIST.（サラウンドスピーカー
（右）までの距離）

x SW DIST.（サブウーファーまでの
距離）

リスニングポジションからスピーカーおよび
サブウーファーまでの距離を設定します。

ちょっと一言
• A. CALメニューの「CAL LOAD」を「LOAD 

YES」に設定すると、スピーカーの距離を1cm
単位で調節できるようになります。

• リスニングポジションからセンタースピーカーま
での距離Bは、リスニングポジションからフロ
ントスピーカーまでの距離Aよりも1.5mより近
くに設定できません。以下の図のA－Bが
1.5m以下になるように設置してください。
例：Aが6mのとき、Bの距離は4.5m以上にし
てください。
リスニングポジションからサラウンドスピーカー
までの距離Cは、リスニングポジションからフ
ロントスピーカーまでの距離Aよりも4.5mより
近くに設定できません。以下の図のA－Cが
4.5m以下になるように設置してください。
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例：Aが6mのとき、Cの距離は1.5m以上にし
てください。
これらは、スピーカーの配置を適切に行い、より
よい音で楽しんでいただくために設けた制限で
す。使いこなしのヒントとして、実際の距離より
近くスピーカーの位置を設定すると、音が出るタ
イミングが遅くなり、スピーカーが遠くにあるよ
うに感じられます。

x SUR POS.（サラウンドスピーカー
の位置）

シネマスタジオEXモード（51ページ）によ
るサラウンド効果を充分に得るために、サラ
ウンドスピーカーの位置を設定します。

• BEHD/HI
サラウンドスピーカーの位置がBかつD
の範囲にあるときに選びます。

• BEHD/LO
サラウンドスピーカーの位置がBかつC
の範囲にあるときに選びます。

• SIDE/HI
サラウンドスピーカーの位置がAかつD
の範囲にあるときに選びます。

• SIDE/LO
サラウンドスピーカーの位置がAかつC
の範囲にあるときに選びます。

ちょっと一言
• サラウンドスピーカーの位置は、シネマスタジオ

EXモード専用の設定です。通常のサウンド
フィールドでは、スピーカーの配置はそれほど重
要ではありません。
基本的にはスピーカーは後方配置を標準として設
計していますが、角度が相当開いていても効果が
比較的薄れません。しかしスピーカーを耳の真横
に置くと効果がはっきりしなくなるため、
「SIDE/LO」と「SIDE/HI」を用意しました。
ただし、リスニング環境には壁の反射も含まれる
ため、スピーカーの位置が高いときは、サラウン
ドスピーカーがほぼ真横にあっても「BEHD/HI」
に設定したほうがよい場合があります。
実際に設定し、より広がり感が豊かで、サラウン
ド空間とフロントとのつながりのよいほうを選ん
でください。迷ったら「BEHD/LO」または
「BEHD/HI」に設定し、距離や音量を調節してよ
りよい広がり感になるようにしてください。

x DIMMER（表示窓の明るさ）
表示窓の明るさを3段階で調節できます。
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ドルビーデジタルや
DTS のサラウンド
効果を楽しむ
（AUTO FORMAT DIRECT）

A.F.D.（オートフォーマットダイレクト）
モードを使って、録音またはエンコードされ
たままのソフトの音を再現します。また、2
チャンネルステレオ音声をマルチチャンネル
で聞くためのデコード処理モードを選ぶこと
ができます。

A.F.D.を繰り返し押して、お好み
のサウンドフィールドを選ぶ。
本体のSOUND FIELD ＋ /－を使うことも
できます。
詳しくは、「A.F.D.モードの種類」（49ペー
ジ）をご覧ください。

サラウンド効果を楽しむ

1 2 3

VIDEO 1 VIDEO 2 VIDEO 3 DVD

2CH A.F.D. MOVIE MUSIC

AMP MENU

SAT TV SA-CD/CD TUNER

A.F.D.
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A.F.D.モードの種類

デコード処理
モード

A.F.D.モード
［表示］

デコード後のマル
チチャンネル音声 効果

（自動判別） A.F.D. AUTO
[A.F.D. AUTO]

（自動判別） このモードは残響などの効果を加えず
に、録音された、またはエンコードされ
たままの音を再現します。ただし、サブ
ウーファーから出力される低域効果音で
あるLFE信号がないときは、本機がサ
ブウーファー用信号を生成し、サブウー
ファーから出力します。

ドルビープロロ
ジック

PRO LOGIC
[DOLBY PL]

4チャンネル ドルビープロロジック処理を行います。
2チャンネルで記録されている音声を
4.1チャンネルにデコードして再生しま
す。

ドルビープロロ
ジック II

PRO LOGIC II MOVIE
[PLII MV]

5チャンネル ドルビープロロジック IIのムービーモー
ド処理を行います。ドルビーサラウン
ド・エンコードされた映画音声の再生に
適しています。また、吹替版や古い映画
のビデオなども5.1チャンネルで再生で
きます。

PRO LOGIC II MUSIC
[PLII MS]

5チャンネル ドルビープロロジック IIのミュージック
モード処理を行います。CDなど通常の
ステレオ録音された音声の再生に適して
います。

（マルチステレ
オ）

MULTI STEREO
[MULTI ST.]

（マルチステレオ） 2チャンネルの信号に対し、L/R成分を
すべてのスピーカーから出力します。
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ソニーのサラウンド
効果を楽しむ
本機にあらかじめ設定されているサウンド
フィールド（サラウンド効果）を選ぶだけ
で、簡単にサラウンド効果を楽しむことがで
きます。ご自分の部屋で、映画館やコンサー
トホールの臨場感を再現できます。

MOVIEを繰り返し押して、映画
用のサウンドフィールドを選ぶ。
または、MUSICを繰り返し押し
て、音楽用のサウンドフィールド
を選ぶ。
本体のSOUND FIELD ＋ /－を使うことも
できます。
詳しくは、「サウンドフィールドの種類」（51
ページ）をご覧ください。

1 2 3

4 6

VIDEO 1 VIDEO 2 VIDEO 3 DVD

2CH A.F.D. MOVIE MUSIC

AUTO CAL

AMP MENU

SAT TV SA-CD/CD TUNER

5
A.F.D.

2CH

MOVIE

MUSIC
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サウンドフィールドの種類

DCS（デジタルシネマサウンド）につ
いて
DCS マークの付いたサウンドフィールド
は、DCS技術を利用しています。
DCSは、映画館での迫力あるサウンドをご
家庭で楽しむために、ソニーがソニー・ピク
チャーズエンタテインメントとの協力により
独自に開発した劇場音響再現技術です。
DSP（デジタルシグナルプロセッサー）と計
測データを結合して開発されたこの「デジタ
ルシネマサウンド」で、ご家庭でも映画製作
者が意図した理想的な音場を体感できます。

シネマスタジオEXモードについて
「デジタルシネマサウンド」の集大成ともい
えるサラウンドモードです。「バーチャル・
マルチディメンション」、「スクリーン・デプ
ス・マッチング」、そして「シネマスタジオ・
リバーブレーション」の3つの技術でダビン
グシアターの音を再現します。
仮想スピーカー技術「バーチャル・マルチ
ディメンション」が7.1chまでの実スピー
カー環境でマルチサラウンド環境を実現し、
最新設備の映画館の音をご家庭のサラウンド
環境で再現します。
「スクリーン・デプス・マッチング」は、フ
ロント、センターの前方チャンネルの音に、
実際の映画館と同様にスクリーン越しに再生
されることによる高域の減衰と音のふくら
み、距離による音の奥行き感を付加します。
「シネマスタジオ・リバーブレーション」は、
ソニー・ピクチャーズエンタテインメントの
ダビングスタジオをはじめとする、最新のダ
ビングシアターや録音スタジオの音響を再現
します。

種類 サウンドフィールド
[表示] 効果

映画用 シネマスタジオEX A
DCS [C.ST.EX A]

ソニー・ピクチャーズエンタテインメントの「Cary Grant 
Theater」スタジオの音響特性を再現します。標準的なモード
で、あらゆる映画に適しています。

シネマスタジオEX B
DCS [C.ST.EX B]

ソニー・ピクチャーズエンタテインメントの「Kim Novak 
Theater」スタジオの音響特性を再現します。このモードは音
場効果が豊富に使われているSF映画やアクション映画に適して
います。

シネマスタジオEX C
DCS [C.ST.EX C]

ソニー・ピクチャーズエンタテインメントのスコアリング・ス
テージの音響特性を再現します。このモードはミュージカルや、
オーケストラによるサウンドトラックが特長的な映画などに適
しています。

音楽用 ポータブルオーディオ
[PORTABLE]

ポータブルオーディオ機器から、よりクリアな音像を再現しま
す。MP3やその他の圧縮された音源に適しています。

コンサートホール
[HALL]

長方形のコンサートホールの音響特性を再現します。

ジャズクラブ
[JAZZ]

ジャズクラブの音響を再現します。

ライブハウス
[CONCERT]

300席あるライブハウスの音響を再現します。

次のページへつ
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ご注意
• 仮想スピーカーによるサウンドフィールド再生で
は、ノイズが目立つことがあります。

• 仮想スピーカーによるサウンドフィールド再生で
は、直接サラウンドスピーカーから音は聞こえま
せん。

• サンプリング周波数が48kHzより高い信号を受信
しているときは、サウンドフィールドは機能しま
せん。

• HDMI IN端子から入力されているマルチチャン
ネルPCM信号には、サウンドフィールドは機能
しません。

ちょっと一言
• DVDソフトなどのエンコード方式は、パッケー
ジに付いているマークで確認できます。
ー ：ドルビーデジタルでエンコードされて
いるソフト

ー ：ドルビーサラ
ウンドでエンコードされているソフト

ー ：DTSデジタルサラウンドでエン
コードされているソフト

映画用 /音楽用のサウンドフィールドを
解除するには
2CHを押して、「2CH ST.」を選びます。ま
たは、A.F.D.を繰り返し押して、「A.F.D. 
AUTO」を選びます。

音声を2チャンネル
で聞く
（2CH STEREO）

視聴するソフトの録音や再生機器の接続、本
機のサウンドフィールドの設定に関わらず、
フロントスピーカー（左 /右）とサブウー
ファーからのみ音声を出力します。
マルチチャンネル音声は、2チャンネルにし
て（ダウンミックス）再生します。
標準的な2チャンネルステレオ音声は、サウ
ンドフィールドの回路を通さずに再生しま
す。

2CHを押す。
本体のSOUND FIELD ＋ /－を使うことも
できます。

1 2 3

VIDEO 1 VIDEO 2 VIDEO 3 DVD

2CH A.F.D. MOVIE MUSIC

AMP MENU

SAT TV SA-CD/CD TUNER

2CH
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サラウンド効果をお
買い上げ時の設定に
戻す
本体のボタンを使って操作してください。

1 "/1（電源）を押して本機の電
源を切る。

2 SOUND FIELD ＋を押しな
がら、"/1（電源）を押す。
表示窓に「S.F. CLR.」と表示され、す
べてのサウンドフィールドがお買い上
げ時の設定に戻ります。

AUTO CAL MIC

MUTINGMASTER VOLUMESOUND FIELDPRESET TUNING

1,2 2
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FM/AMラジオを聞
く
内蔵チューナーを使って、FM/AMラジオを
聞くことができます。操作の前に、アンテナ
が接続されていることを確認してください
（28ページ）。

1 TUNERを繰り返し押して、
FMまたはAMを選ぶ。
本体のINPUT SELECTORを使うこと
もできます。

2 TUNING ＋またはTUNING 
－を押す。
TUNING ＋を押すと、低い周波数から
高い周波数へと放送局をスキャンしま
す。TUNING －を押すと、高い周波数
から低い周波数へと放送局をスキャン
します。
放送局を受信すると自動的にスキャン
を停止します。

FM放送の受信状態が良くないときには
FM放送の受信状態が良くないときや、表示
窓の「ST」が点滅しているときは、モノラル
受信を選びます。ステレオ受信ではありませ
んが、聞きやすくなります。
モノラル受信を選ぶには、以下のいずれかの
操作を行ってください。
ーFM MODEを繰り返し押して、表示窓の
「MONO」を点灯させる。
ーTUNERメニューの「FM MODE」を
「FM MONO」に設定する（44ページ）。
ステレオ受信に戻すには、以下のいずれかの
操作を行ってください。
ーFM MODEを繰り返し押して、表示窓の
「MONO」を消灯させる。
ーTUNERメニューの「FM MODE」を
「FM AUTO」に設定する（44ページ）。

ラジオを楽しむ

自動で受信する

1 2 3

4 6

7 8

0/10 ENTER

9

SYSTEM STANDBY
VIDEO 1 VIDEO 2 VIDEO 3 DVD

2CH A.F.D.

RETURN/EXIT
TV CH –

PRESET –
TV CH +

PRESET +

TUNING –

TV

TUNING +

REPLAY ADVANCE

MENU

MOVIE MUSIC

MEMORY

DVD MENU

FM MODECLEAR

TOOLSDISPLAY MUTING

TV VOL
MASTER VOL

AUTO CAL

D.TUNING

D.SKIP

AMP MENU

SAT TV SA-CD/CD TUNER

-

F

G g

f

.

Hm M

X x

< < >

5

>10/10 11 12

2

1

FM MODE
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数字ボタンで聞きたい放送局の周波数を選ん
で、放送局を受信できます。

1 TUNERを繰り返し押して、
FMまたはAMを選ぶ。
本体の INPUT SELECTORを使うこと
もできます。

2 D. TUNINGを押す。

3 数字ボタンを押して、聞きた
い放送局の周波数を選ぶ。
例：「88.00MHz」を選局するときは、
次のように数字ボタンを押します。
8 t 8 t 0 t 0
AM放送を受信するときは、付属のAM
ループアンテナの向きや位置を受信状
態の良い方向や位置へ変えてください。

4 ENTERを押す。

放送局を受信できないときは
正しい周波数が入力されているか確認してく
ださい。正しい周波数が入力されていない場
合は、手順2 ～ 4をやり直してください。そ
れでも放送局を受信できない場合は、入力し
た周波数が使われていない可能性がありま
す。

放送局を登録する
FM局を30局とAM局を30局登録できます。
よく聞く放送局を簡単に受信できるようにな
ります。

1 TUNERを繰り返し押して、
FMまたはAMを選ぶ。
本体の INPUT SELECTORを使うこと
もできます。

2 登録したい放送局を自動（54
ページ）または手動（55ペー
ジ）で受信する。
必要に応じてFM放送局の受信モードを
切り換えてください（54ページ）。

手動で受信する

1 2 3

4 6

7 8

0/10 ENTER

9

SYSTEM STANDBY
VIDEO 1 VIDEO 2 VIDEO 3 DVD

2CH A.F.D. MOVIE MUSIC

MEMORY

DVD MENU

FM MODECLEAR

AUTO CAL

D.TUNING

D.SKIP

AMP MENU

SAT TV SA-CD/CD TUNER

-
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>10/10 11 12
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登録する
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4 6
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RETURN/EXIT
TV CH –
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次のページへつ
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3 MEMORYを押す。
表示窓の「MEMORY」が数秒間点灯
します。
「MEMORY」が点灯している間に手順
4 ～ 5を行ってください。

4 数字ボタンを押して、プリ
セット番号を選ぶ。
PRESET ＋またはPRESET －を押し
て、プリセット番号を選ぶこともでき
ます。プリセット番号を選ぶ前に
「MEMORY」が消灯してしまった場合
は、手順3からやり直してください。

5 ENTERを押す。
選んだプリセット番号で放送局が登録
されます。
ENTERを押す前に「MEMORY」が消
灯してしまった場合は、手順3からやり
直してください。

6 手順1～5を繰り返して、他の
放送局を登録する。

1 TUNERを繰り返し押して、
FMまたはAMを選ぶ。

2 PRESET ＋またはPRESET 
－を繰り返し押して、聞きた
い放送局のプリセット番号を
選ぶ。
ボタンを押すたびに、プリセット番号
は以下のように切り換わります。

数字ボタンを押して、聞きたい放送局
のプリセット番号を選ぶこともできま
す。プリセット番号を選んだあと、
ENTERを押して確定してください。

登録した放送局を聞く

1 2 3

4 6

7 8

0/10 ENTER

9

SYSTEM STANDBY
VIDEO 1 VIDEO 2 VIDEO 3 DVD

2CH A.F.D.

RETURN/EXIT
TV CH –

PRESET –
TV CH +

PRESET +

TUNING – TUNING +

REPLAY ADVANCE

MENU

MOVIE MUSIC

MEMORY

DVD MENU

FM MODECLEAR

TOOLSDISPLAY MUTING

TV VOL
MASTER VOL

AUTO CAL

D.TUNING

D.SKIP

AMP MENU

SAT TV SA-CD/CD TUNER

-

F

G g

f

.

Hm M

< < >

5

>10/10 11 12

2

1

ENTER

数字
ボタン

01 02 03 04 05 27...

30 29 28



ラ
ジ
オ
を
楽
し
む

本体のボタンで操作するには
1 INPUT SELECTORを繰り返し押して、

FMまたはAMを選ぶ。
2 PRESET TUNING ＋またはPRESET 

TUNING －を繰り返し押して、聞きたい
放送局のプリセット番号を選ぶ。
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デジタル音声とア
ナログ音声の入力
を切り換える
（IN MODE）

本機のデジタル音声入力端子とアナログ音声
入力端子の両方につないでいる場合、どちら
かに固定したり、視聴するソフトの種類に
よって切り換えることができます。

1 AMP MENUを押す。
「1-LEVEL」が表示窓に表示されます。

2 V/vを繰り返し押して、「5-
AUDIO」を選ぶ。

3 またはbを押して、メ
ニューを表示する。

4 V/vを繰り返し押して、「IN 
MODE」を選ぶ。

5 またはbを押して、設定項
目のパラメーターを表示す
る。

6 V/vを繰り返し押して、音声
入力モードを選ぶ。

前の表示に戻るには
Bを押します。

音声入力モード

x AUTO IN
デジタル音声入力端子とアナログ音声入力端
子の両方につないでいる場合、デジタル音声
入力が優先されます。
デジタル音声入力がない場合は、アナログ音
声入力が選ばれます。

x HDMI IN
HDMI端子への音声入力が常に選ばれます。

x COAX IN
DIGITAL COAX IN端子へのデジタル音声
入力が常に選ばれます。

x OPT IN
DIGITAL OPT IN端子へのデジタル音声入
力が常に選ばれます。

x ANALOG
AUDIO IN（L/R）端子へのアナログ音声入
力が常に選ばれます。

ご注意
• 入力によっては、設定できない音声入力モードが
あります。

その他の操作をする
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る

づく
デジタルメディア
ポートを使う
（DMPORT）

デジタルメディアポートを使って、携帯用
ミュージックプレーヤーなどの音楽を楽しむ
ことができます。
デジタルメディアポートアダプター *（別売
り）をつなぐと、本機につないだ機器の音楽
を聞くことができます。
詳しくは、デジタルメディアポートアダプ
ターの取扱説明書をご覧ください。
* デジタルメディアポートアダプターは今後発売
を予定しています。

ご注意
• デジタルメディアポートアダプター以外の機器を
つながないでください。

• 本機の電源が入っているときに、デジタルメディ
アポートアダプターをつないだり、抜いたりしな
いでください。

• デジタルメディアポートアダプターによっては、
映像出力ができないものがあります。

デジタルメディアポートアダプターを
DMPORT端子につないで、デジタルメディ
アポートアダプターにつないだ機器の音楽を
聞くことができます。
また、デジタルメディアポートアダプターの
映像出力とテレビの映像入力をつないで、映
像をテレビで見ることもできます。

デジタルメディアポートアダプ
ターをつなぐ

AUDIO IN 

DVD IN SAT IN VIDEO 2/BD IN OUT 

SA-CD/CD 
AUDIO IN AUDIO IN 

VIDEO 1 

HDMI 

R 

L 

R 

L 

COAX IN

GNABLE

DVD

GITAL

TV DMPORT

DC5V        700mA(MAX)

DMPORT 

デジタル
メディアポート
アダプター

A

映像コード（別売り）A

テレビ

* デジタルメディアポートアダプターによって、
コネクターの種類が異なります。
詳しくは、デジタルメディアポートアダプター
の取扱説明書をご覧ください。

次のページへつ
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デジタルメディアポートアダプターを
DMPORT端子から取りはずすときは

両側を押しながら、引き抜いてください。

ご注意
• デジタルメディアポートアダプターをつなぐとき
は、Vマークの向きを合わせてください。

• コネクターはしっかりとまっすぐに差し込んでく
ださい。

• デジタルメディアポートアダプターのコネクター
は壊れやすいため、本機を設置または移動すると
きは、取り扱いに充分注意してください。

1 DMPORTを押す。
本体のINPUT SELECTORを使って、
「DMPORT」を選ぶこともできます。

2 つないだ機器の再生を始め
る。
つないだ機器の音楽が本機で再生され
ます。
操作について詳しくは、デジタルメ
ディアポートアダプター（別売り）の
取扱説明書をご覧ください。

ご注意
• デジタルメディアポートアダプターの種類によっ
ては、リモコンで本機につないだ機器を操作でき
ます。リモコン操作について詳しくは、14ペー
ジをご覧ください。

ちょっと一言
• 本機につないだ携帯用ミュージックプレーヤー
で、MP3音声トラックや、その他の圧縮された
ソースを聞くときに、音を増強することができま
す。MUSICを繰り返し押して、「PORTABLE」
を選んでください（51ページ）。

選んだ入力にデジ
タル音声端子を割
り当てる
（DIGITAL ASSIGN）

OPTICALやCOAXIALのデジタル音声入力
端子を持っている入力（VIDEO 1 OPT IN、
DVD COAX IN）を使っていないときに、
他の入力に割り当てることができます。
例：DVDプレーヤーを本機のOPT IN端子
につないで、デジタル音声入力のソースにす
る場合
• DVDプレーヤーのOPTICAL OUT端子を本
機のVIDEO 1 OPT IN端子につなぎます。

•「D. ASSIGN」の設定で「VD1 OPT」を
「VD1-DVD」に割り当てます。

1 AMP MENUを押す。
「1-LEVEL」が表示窓に表示されます。

2 V/vを繰り返し押して、「5-
AUDIO」を選ぶ。

3 またはbを押して、メ
ニューを表示する。

本機につないだ機器を再生する

DMPORT

DC5V        700mA(MAX)

2 1

1

1 2 3

4 6

7 8

0/10 ENTER

9

2CH A.F.D.

RETURN/EXIT
TV CH –

PRESET –
TV CH +

PRESET +REPLAY ADVANCE

MENU

MOVIE MUSIC

MEMORY

DVD MENU

FM MODECLEAR

TOOLSDISPLAY MUTING

TV VOL
MASTER VOL

AUTO CAL

D.TUNING

D.SKIP

AMP MENU

-

F

G g

f

. < < >

5

>10/10 11 12

2-8

1
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4 V/vを繰り返し押して、「D. 
ASSIGN」を選ぶ。

5 またはbを押して、設定項
目のパラメーターを表示す
る。

6 V/vを繰り返し押して、空い
ているデジタル音声入力
（例：「VD1 OPT」）を選ぶ。

7 またはbを押して、確定す
る。

8 V/vを繰り返し押して、手順6
で選んだデジタル音声入力を
割り当てたい入力（例：
「VD1-DVD」）を選ぶ。
割り当てができる入力は、各デジタル
音声入力によって異なります。詳しく
は、「デジタル音声入力に割り当てでき
る入力」（61ページ）をご覧ください。

前の表示に戻るには
Bを押します。

デジタル音声入力に割り当てできる入力
お買い上げ時は、下線の項目に設定されてい
ます。

ご注意
• 同じ入力に複数のデジタル音声を同時に割り当て
ることはできません。

• 他の入力に割り当てられたデジタル音声入力は、
もとの入力で使うことはできません。

• デジタル音声入力を割り当てると、IN MODEの
設定が必要になる場合があります（58ページ）。

• デジタル音声入力をTUNERおよびDMPORTに
割り当てることはできません。

デジタル音声
入力
[表示 ]

割り当てでき
る入力 表示

VIDEO 1 
OPT IN
[VD1 OPT]

VIDEO 1 VD1-VD1

VIDEO 2/BD VD1-VD2

DVD VD1-DVD

SAT VD1-SAT

SA-CD/CD VD1-CD

DVD 
COAX IN
[DVD COAX]

VIDEO 1 DVD-VD1

VIDEO 2/BD DVD-VD2

DVD DVD-DVD

SAT DVD-SAT

SA-CD/CD DVD-CD
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スリープタイマー
を使う
設定した時間がたつと、本機の電源を自動的
に切ることができます。

SLEEPを繰り返し押す。
SLEEPを押すたびに時間表示が次のように
切り換わります。

2-00-00 t 1-30-00 t 1-00-00 t
0-30-00 t OFF

スリープタイマーが働いているあいだは、表
示窓が薄暗くなり、「SLEEP」が点灯しま
す。

ご注意
• スリープタイマーが働いているあいだに、リモコ
ンや本体のボタンを押すと、表示窓が明るくなり
ます。何もボタンを押さずにしばらくすると、表
示窓はまた薄暗くなります。

ちょっと一言
• スリープタイマーが働くまでの残り時間を確認す
るには、SLEEPを押します。表示窓に残り時間
が表示されます。もう一度SLEEPを押すと、ス
リープタイマーが解除されます。
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リ
モ
コ
ン
を
使
う

お使いの機器に合
わせて本機をリモ
コンに登録する
お使いのソニー製機器に合わせて、入力切り
換え用ボタンの設定を変更することができま
す。
例：DVDレコーダーをVIDEO 1端子につな
いだとき、VIDEO 1ボタンでDVDレコー
ダーを操作できるように設定する。

1 設定したい入力の入力切り換
え用ボタンを押し続ける。
例：VIDEO 1ボタンを押し続ける。

2 次の表を参照して、設定した
い機器のボタンを押す。
例：数字ボタンの4を押す。
VIDEO 1ボタンでDVDレコーダーを
操作できるようになります。

*1ソニー製ビデオデッキはVTR 2またはVTR 3で
操作でき、それぞれ、8mmビデオ、VHSに対
応しています。

*2 DVD1およびDVD3について詳しくは、DVDプ
レーヤーまたはDVDレコーダーの取扱説明書を
ご覧ください。

*3お使いの機種によっては、本機のリモコンでは
操作できない場合があります。

*4 BD1およびBD3について詳しくは、ブルーレイ
ディスクレコーダーの取扱説明書をご覧くださ
い。

リモコンに登録した設定を消すときは
?/1、DMPORT、MASTER VOL －を同時
に押す。
リモコンの設定がお買い上げ時の状態に戻り
ます。

リモコンを使う
機器 ボタン
ビデオデッキ
（リモコンモード：VTR 3）*1

1

ビデオデッキ
（リモコンモード：VTR 2）*1

2

DVDプレーヤー / DVDレコーダー
（リモコンモード：DVD1）*2

3

DVDプレーヤー / DVDレコーダー
（リモコンモード：DVD3）*2

4

CDプレーヤー 5

衛星放送チューナー *3 6

ケーブルテレビ（CATV）チュー
ナー *3

7

BSデジタルチューナー / デジタル
CSチューナー *3

8

ブルーレイディスクレコーダー
（リモコンモード：BD1）*4

9

ブルーレイディスクレコーダー
（リモコンモード：BD3）*4

0/10

テレビ -/--

なし（設定しない） ENTER/
MEMO
RY
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用語集
x サンプリング周波数
音声などをアナログデータからデジタルデー
タへ変換するとき、数字に置き換える必要が
あります。この作業をサンプリングと呼び、
1秒間に記録する回数をサンプリング周波数
といいます。音楽CDの場合、1秒間に
44,100回記録しており、サンプリング周波
数を44.1kHzと表します。一般的には、サ
ンプリング周波数が高いほど、記録された音
声は高音質になります。

x ドルビーサラウンド（プロロジック）
ドルビーラボラトリーズ社が開発した、音声
処理技術です。ステレオ2chの中にセン
ター、サラウンドの音が合成されています。
再生時にデコーダーでフロント（L/R）とと
もに4chサラウンドで出力します。DVDビ
デオでは最も一般的な音声処理方法です。

x ドルビーデジタル
ドルビーラボラトリーズ社が開発した、音声
デジタル圧縮技術です。その1つである5.1
チャンネルドルビーチャンネルはフロント
（L/R）、センター、サラウンド（L/R）、サブ
ウーファーで構成され、DVDビデオの標準
音声フォーマットにも採用されています。

x ドルビープロロジックII
2chステレオで記録された音声を5.1chに変
換して再生します。映画用のMOVIEモード
と、音楽などのステレオソース用のMUSIC
モードの2種類があります。従来のステレオ
で録音された古い映画も、5.1chの迫力で再
現します。

x DTSサラウンド
DTS社が開発した、映画館向けの音声デジ
タル圧縮技術です。ドルビーデジタルよりも

低い圧縮率で記録し、より高音質で再生しま
す。

x HDMI（High-Definition 
Multimedia Interface）

テレビ接続機器のデジタル映像 /音声信号を
直接つなぐインターフェースです。HDMI端
子とテレビを1本のケーブルで接続すること
で、高画質な映像とデジタル音声を楽しめま
す。デジタル画像信号の暗号化記述を使用し
た著作権保護技術であるHDCPにも対応し
ています。

x TSP（Time Stretched Pulse）信
号

TSP信号は、短い時間の中に低域から広域ま
での広い帯域にわたって、高密度にエネル
ギーが詰められた測定信号です。
一般的な室内環境で測定精度を確保するため
には、測定信号のエネルギー量が重要であ
り、TSPを使うことで、効果的に測定を行う
ことができます。

x x.v.Color
x.v.Colorとは、xvYCC規格の親しみやす
い呼称としてソニーが提案している商標で
す。
xvYCC規格とは、動画色空間の国際規格の
ひとつです。現行の放送などで使われている
規格より広い色彩が表現できます。

その他



そ
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づく
故障かな？と思っ
たら
本機の調子がおかしいとき、修理に出す前に
もう一度点検してください。それでも正常に
動作しないときは、お買い上げ店またはソ
ニーサービス窓口、ソニーの相談窓口（裏表
紙）にお問い合わせください。

どの音源を選んでも音が出ない、ほとんど聞
こえない
c スピーカーおよび各機器が正しく接続され
ているか確認する。

c 本機と選んだ機器の電源が入っているか確
認する。

c MASTER VOLUMEが「VOL MIN」に
設定されていないか確認する。

c リモコンのMUTINGを押して、消音機能
を解除する。

c 入力切り換え用のボタン（または本体の
INPUT SELECTOR）で正しい入力が選
ばれているか確認する。

c 保護回路が働いている。本機の電源を切
り、スピーカーの接続にショートがないか
確認して、もう1度電源を入れる。

c IN MODEが正しく設定されているか確認
する。

選んだ機器から音が出ない
c 選んだ機器の音声入力端子に正しく接続さ
れているか確認する。

c 接続コードが本機や選んだ機器に正しく接
続されているか確認する。

c 入力切り換え用のボタン（または本体の
INPUT SELECTOR）で正しい入力が選
ばれているか確認する。

片方のフロントスピーカーから音が出ない
c アナログ機器を接続しているときは、L/R
の片方の端子のみに接続していないか確認
する。音声コード（別売り）を使ってL/R
両方の端子に接続してください。

HDMIに入力しているソースの音が本機に接
続したテレビから出ない
c VIDEOメニューの「AUDIO」の設定を確
認する（45ページ）。

c HDMI接続を確認する。
c HDMI接続では、スーパーオーディオCD
は聞けません。

c 再生機器によっては、機器側で設定が必要
な場合があります。各接続機器の取扱説明
書もご覧ください。

左右の音のバランスが悪い、または逆転して
いる
c スピーカーおよび各機器が正しく接続され
ているか確認する。

c LEVELメニューにあるバランスパラメー
ターを調節する（42ページ）。

ハム音またはノイズがひどい
c スピーカーおよび各機器が正しく接続され
ているか確認する。

c 接続コードがトランスやモーターから離れ
ているか、テレビや蛍光灯からは少なくと
も3m離れているか確認する。

c オーディオ機器をテレビから離して設置す
る。

c プラグや端子が汚れている。アルコールで
少し湿した布で拭き取る。

本機に接続した機器の電源を入れるとノイズ
がする
c 機器を接続した入力が、AUDIOメニュー
の「IN MODE」で「AUTO IN」に設定
されていないか確認する（58ページ）。

センター /サラウンドスピーカーの音が出な
い、ほとんど聞こえない
c シネマスタジオEXモードを選ぶ（51ペー
ジ）。

c スピーカーの音量を調節する（35ペー
ジ）。

c スピーカーが正しく接続されているか確認
する。

サブウーファーの音が出ない
c サブウーファーが正しく接続されているか
確認する。

音声

次のページへつ
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サラウンド効果が得られない
c サウンドフィールドが働いているか確認す
る（MOVIEまたはMUSICを押す）。

c サンプリング周波数が48kHzより高い信
号を受信しているときは、サウンドフィー
ルドは機能しません。

ドルビーデジタルやDTSのマルチチャンネ
ルの音声が再生されない
c 再生中のDVDなどが、ドルビーデジタル
やDTSで録音されているか確認する。

c DVDプレーヤーなどを本機のデジタル入
力端子に接続しているときは、接続した機
器の音声の出力設定を確認する。

テレビ画面に映像が出ない、または明瞭でな
い
c 接続した機器の映像出力がテレビに接続さ
れているか確認する。

c オーディオ機器をテレビから離す。

HDMIに入力しているソースの映像が本機に
接続したテレビから出ない
c HDMI接続を確認する。
c 再生機器によっては、機器側で設定が必要
な場合があります。各接続機器の取扱説明
書もご覧ください。

FM放送の受信状態が悪い
c 75Ω同軸ケーブル（別売り）を使って、
下図のように本機と屋外アンテナをつな
ぐ。本機と屋外アンテナをつなぐ場合は、
避雷のため、アース線を使って接地してく
ださい。ガス爆発を防ぐため、アース線を
ガス管に接続しないでください。

放送局が受信できない。
c アンテナが正しくつながれているか確認す
る。アンテナの向きを調節したり、屋外ア
ンテナを使ったりする。

c 自動受信をしている場合に受信状態が悪い
ときは、手動受信する（55ページ）。

c 受信している周波数を確認する。
c プリセットしている場合、何も登録してい
ない、または登録した放送局を消してし
まった。その場合は登録する（55ペー
ジ）。

リモコンで操作できない
c DISPLAYボタンは、TUNERが選ばれて
いるときのみ、本機の操作に使うことがで
きます。

c 本体のリモコン受光部に向けて操作する。
c リモコンと本体の間にある障害物を取り除
く。

c リモコンの乾電池を交換する。
c リモコンで正しい入力を選んだか確認す
る。

映像

ラジオ

リモコン

ANTENNA

AM

本体後面

接地する

屋外アンテナ

アース線
（別売り）
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c リモコンのVIDEO 3ボタンは、本機の操
作には使えません。

エラーメッセージ
本機が正しく動作していないとき、表示窓に
エラーメッセージが表示されます。表示に
よって、本機の状態がわかるようになってい
ます。以下をご覧のうえ、表示に合った対応
をしてください。2、3度繰り返しても正常
に戻らないときは、ソニーサービス窓口にご
相談ください。
自動音場補正の測定中にエラーメッセージが
表示された場合は、「エラーが出たときは」
（32ページ）をご覧のうえ、表示に合った対
応をしてください。

PROTECT
c スピーカー出力に異常な電流が流れていま
す。数秒後に本機の電源が自動的に切れま
す。スピーカーの接続を確認し、再度電源
を入れてください。

その他の症状が出たときは
本機を初期設定状態にしてください（29
ページ）。すべての設定がお買い上げ時の状
態に戻りますので、再設定が必要になりま
す。

それでも正常に動作しないときは
お買い上げ店またはソニーサービス窓口にお
問い合わせください。修理の際に部品を交換
した場合、交換した部品は回収させていただ
きます。

本機の設定をリセットするための参照
ページ

リセットするもの 参照ページ
すべての設定 29ページ
調節したサウンドフィールド 53ページ
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保証書とアフター
サービス

• この製品には保証書が添付されていますの
で、お買い上げの際お買い上げ店でお受け取
りください。

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめの
うえ、大切に保存してください。

• 保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

調子が悪いときはまずチェックを
この説明書の「故障かな？と思ったら」の項
を参考にして、故障かどうかを点検してくだ
さい。

それでも具合の悪いときはサービスへ
お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談
窓口のご案内」にある近くのソニーサービス
窓口にご相談ください。

部品の交換について
この製品は、修理の際に交換した部品を再
生、再利用する場合があります。その際、交
換した部品は回収させていただきます。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていた
だきます。詳しくは保証書をご覧ください。

保証期間の経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要
望により有料修理させていただきます。

部品の保有期間について
当社では、ホームシアターシステムの補修用
性能部品（製品の機能を維持するために必要
な部品）を、製造打ち切り後8年間保有して
います。この部品保有期間を修理可能期間と
させていただきます。保有期間を経過した後
も、故障箇所によっては修理可能の場合があ
りますのでお買い上げ店か、サービス窓口に
ご相談ください。
ご相談になるときは、次のことをお知らせく
ださい。
• 型名：HT-SF2000
• 故障の状態：できるだけ詳しく
• つないでいるテレビやその他の機器のメー
カー名と型番：

• 購入年月日：
• お買い上げ店：

保証書

アフターサービス
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づく
主な仕様
アンプ部
定格出力
ステレオモード 108W + 108W

 (1kHz、THD 1%、3Ω)
実用最大出力*
サラウンドモード RMS出力

 (3Ω、JEITA**)
フロント部：143W（1チャン
ネルあたり）
センター部：143W
サラウンド部：143W（1チャ
ンネルあたり）
(1.5Ω、JEITA**)
サブウーファー部：265W
サウンドフィールドやソースに
よっては出力しない場合があり
ます。

入力
アナログ 感度：1V/50kΩ
デジタル（同軸）インピーダンス：75Ω

トーン
増幅率 ±10dB（0.5dB単位）
周波数特性 28～20,000kHz

FMチューナー部
受信周波数 76.0－90.0MHz
中間周波数 FM：10.7MHz

AMチューナー部
受信周波数 531－1,602kHz（9kHz間

隔）
中間周波数 450kHz

電源、その他
電源 AC100V、50/60Hz
電源出力（デジタルメディアポート）

DC OUT：5V、700ｍA（最
大）

消費電力 150W
消費電力（スタンバイ時）

0.3W（VIDEOメニューの
「CONTROL」が「CTRL 
OFF」に設定されているとき）

最大外形寸法 430×66.5×333mm（幅 /高
さ /奥行き、最大突起部を含む）

質量 約3.6kg

スピーカー
• フロントスピーカー（SS-MSP2200）
方式 2ウェイ、バスレフ型、防磁型
使用ユニット 65mmコーン型、25mmドー

ム型ツイーター
定格インピーダンス

3Ω
最大外形寸法 92×538×74mm（幅/高さ /

奥行き）
300×1,229（最大）×
300mm（幅 /高さ /奥行き）
（スタンド含む）

質量 約1.2kg
約3.0kg（スタンド含む）

•センタースピーカー（SS-CNP2200）
方式 フルレンジ、バスレフ型、防磁

型
使用ユニット 65mmコーン型
定格インピーダンス

3Ω
最大外形寸法 260×91×80mm（幅/高さ /

奥行き）
質量 約0.6kg

•サラウンドスピーカー（SS-SRP2200）
方式 フルレンジ、バスレフ型
使用ユニット 65mmコーン型
定格インピーダンス

3Ω
最大外形寸法 92×538×74mm（幅/高さ /

奥行き）
300×1,229（最大）×
300mm（幅 /高さ /奥行き）
（スタンド含む）

質量 約1.0kg
約2.8kg（スタンド含む）

•サブウーファー（SS-WP2200）
方式 バスレフ型、防磁型
使用ユニット 160mmコーン型
定格インピーダンス

1.5Ω
最大外形寸法 196×320×400mm（幅 /高

さ /奥行き）（フロントパネル含
む）

質量 約5.6kg

* JEITA（電子情報技術産業協会）の規格による
測定値です。

** JEITA（電子情報技術産業協会）

次のページへつ
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同梱物 
• フロントスピーカー（2）
• センタースピーカー（1）
• サラウンドスピーカー（2）
• サブウーファー（1）
• FMワイヤーアンテナ（1）
• AMループアンテナ（1）
• リモコン（RM-AAU019）（1）
• 単3形乾電池（2）
• 測定用マイク（ECM-AC2）（1）
• スピーカーコード （5）
• 光（OPTICAL）デジタル接続コード（1）
• スピーカーパッド
センタースピーカー用（4）
サブウーファー用（4）

• スピーカースタンド　ポール（4）
• スピーカースタンド　スピーカー台（4）
• ネジ（銀）（8）
• ネジ（黒）（8）
• スピーカースタンド設置ガイド
• 接続・設定ガイド
• BRAVIA Linkガイド

本機は「JIS C61000-3-2 適合品」です。
仕様および外観は、改良のため、予告なく変
更することがありますが、ご了承ください。

• 主なプリント配線板にハロゲン系難燃
剤を使用していません

• はんだ付け部に無鉛はんだを使用
• キャビネットにハロゲン系難燃剤を使
用していません

• スピーカー外装にポリ塩化ビニルを不
使用

• RoHS指令（欧州環境規制）に対応済
み
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